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東金山武エリアのお役立ち情報誌「ときめき」。この１冊を手にあなたは街へ！

ご自由にお持ち帰りください

散
歩
道

　
東
金
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
旅 

【
一
】



う
。
そ
し
て
完
成
し
た
金
色
の
真
新

し
い
仏
像
に
て
、妙
満
寺
三
四
世（
西

福
寺
十
一
世
）
啓
運
院
日
要
上
人
も

○�

寛
文
三
年
、
四
代
将
軍
家
綱
の
父

家
光
の
十
三
回
忌

○�

寛
文
四
年
、
生
母
・
お
楽
の
方
の

十
三
回
忌

○�

寛
文
五
年
、
神
祖
・
家
康
五
十
回

忌
の
法
要
を
無
事
執
り
行
っ
た
の
で
あ

る
。

　
つ
ま
り
、
東
金
の
日
吉
神
社
大
祭

と
は
俗
に
水
あ
ら
そ
い
の
祭
り
と
称

さ
れ
て
い
る
が
、
江
戸
時
代
は
将
軍

家
の
国
家
鎮
護
を
祈
る
威
厳
と
格
式

の
あ
る
祭
礼
で
あ
り
、
旗
本
、
奥
医

師
、
鳥
見
頭
、
将
軍
秀
忠
の
乳
母
大

姥
局
や
近
江
局
と
も
近
親
に
な
る
大

名
の
板
倉
家
（
福
島
藩
）、
大
久
保

駿
河
守
等
が
関
与
し
て
い
る
。
明
治

に
な
る
と
、
祭
礼
は
そ
の
名
残
り
を

多
く
踏
襲
し
、
今
日
ま
で
実
施
さ
れ

て
い
る
歴
史
上
貴
重
な
祭
礼
で
あ
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

　
な
お
、
大
仏
師
・
大
膳
は
『
貞
享

二
年
（
一
六
八
五
）
京
都
御
幸
町
二

条
上
ル
町
』
に
住
ん
で
い
た
が
、
京

都
の
古
地
図
上
で
は
京
都
御
所
近

く
、
左
手
に
二
条
城
、
右
手
に
本
漸

寺
や
最
福
寺
の
本
山
・
妙
満
寺
や
本

（
前
号
か
ら
の
続
き
）

　
六
年
後
の
慶
安
二
年（
一
六
四
九
）

四
月
六
日
、
家
綱
（
八
歳
）
は
将
軍

で
あ
る
父
家
光
の
代
参
と
し
て
日
光

山
に
参
詣
、そ
の
時
近
江
局
も
同
行
、

乳
母
と
し
て
の
大
任
を
無
事
果
た
し

帰
城
し
た
。
そ
し
て
次
年
の
慶
安
三

年
九
月
頃
で
あ
ろ
う
か
、
近
江
局
は

家
光
よ
り
「
東
金
御
殿
」
を
拝
領
し
、

の
ち
、
現
在
の
大
網
白
里
市
小
西
の

檀
林
に
寄
付
さ
れ
た
。

　
安
康
な
日
々
を
過
ご
す
彼
女
に

と
っ
て
急
変
す
る
運
命
が
一
年
後

襲
っ
た
。
そ
れ
は
慶
安
四
年
四
月
二

十
日
、
三
代
将
軍
家
光
（
四
八
歳
）

が
崩
御
、
そ
し
て
後
を
追
う
よ
う
に

家
綱
（
十
歳
）
の
御
生
母
・
お
楽
の

方
（
三
二
歳
）
が
、
次
年
の
承
応
元

年
（
一
六
五
二
）
一
二
月
二
日
他
界

し
た
の
で
あ
る
。
江
戸
城
内
外
は
混

迷
、
特
に
大
奥
に
お
い
て
は
四
千
人

弱
の
縮
少
を
断
行
。
改
革
を
行
い
つ

つ
、
諸
事
儀
礼
行
事
や
京
（
皇
室
・

公
家
）
よ
り
の
消
息
に
至
る
ま
で
全

て
を
近
江
局
一
人
が
取
り
仕
切
る
。

心
労
も
増
え
、
体
力
も
衰
え
始
め
た

彼
女
に
と
っ
て
常
に
夢
見
た
理
想
の

大
奥
と
は
、
8
年
前
に
他
界
し
た
春

日
局
か
ら
託
さ
れ
た
大
奥
の
姿
で

あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
近
江
局
と
東
金
の
関
係

を
改
め
て
考
え
て
み
る
と
、
近
江
局

六
十
歳
と
な
る
寛
文
三
年
（
一
六
六

三
）
に
東
金
の
日
吉
神
社
大
祭
が
創

め
ら
れ
た
と
の
事
。
寛
文
四
年
六
月

二
六
日
の
条
に
『
近
江
局
加
恩
あ
り

て
歳
俸
千
俵
を
給
う
（
云
々
）』、
同

年
九
月
二
一
日
の
条
に
は
『（
後
の

五
代
将
軍
）
綱
吉
婚
礼
を
賀
し
て
御

使
い
は
近
江
局
な
り
（
云
々
）』
と

大
奥
で
の
活
躍
ぶ
り
が
う
か
が
え

る
。
彼
女
に
す
れ
ば
将
軍
家
の
信
仰

す
る
隔
年
の
山
王
祭
（
本
祭
り
）
と

同
年
に
実
施
さ
れ
る
東
金
の
山
王
祭

（
日
吉
神
社
大
祭
）
に
対
し
て
は
、

拝
領
し
た
「
東
金
御
殿
」
の
事
も
あ

り
、
特
に
強
い
関
心
を
持
た
れ
て
い

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ま
た
、
こ
の
祭
礼
に
関
与
す
る

「
東
金
御
殿
」
対
岸
の
安
国
山
・
西

福
寺
（
現�

最
福
寺
、
寺
領
三
十
石
）

の
三
宝
尊
像
頭
部
に
確
認
す
る
墨
銘

『
寛
文
二
年
洛
陽
　
大
仏
師
　
大
膳
』

（
※
洛
陽
：
京
都
）
よ
り
判
断
す
る

と
、
名
の
あ
る
大
仏
師
に
造
像
（
須

弥
壇
か
ら
光
背
ま
で
二･

四
メ
ー
ト

ル
）
を
お
願
い
し
、
徳
川
家
の
法
要

に
間
に
合
う
よ
う
に
手
配
で
き
た
こ

と
は
、
大
奥
で
気
遣
う
近
江
局
が
何

ら
か
の
形
で
関
与
し
た
の
で
は
と
思

能
寺
が
観
え
る
位
置
に
あ
る
。

　
大
奥
に
て
懸
命
に
逞
し
く
生
き
抜

い
た
近
江
局
は
、
史
料
に
よ
る
と
寛

文
十
年
（
一
六
七
〇
）
一
月
一
一
日

の
条
に
『
お
使
い
勤
め
て
よ
り
、
そ

の
夜
　
発
病
し
て
危
篤
に
及
び
同
月

二
七
日
　
六
七
歳
に
て
他
界
す
る
。』

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
葬
地
は
日
蓮

宗
大
本
山
・
東
京
池
上
本
門
寺
内
　

宗
祖
日
蓮
上
人
が
荼
毘
さ
れ
た
聖
地

に
建
つ
御
宝
塔
の
す
ぐ
左
側
に
あ

り
、
墓
石
の
高
さ
は
礎
石
か
ら
約
四

ば
な
史

東
金
御
殿
を
拝
領
し
た
「
大
奥
」
第
一
人
者

近お
う
み
の
つ
ぼ
ね

江
局
に
つ
い
て
㈡

と
う
が
ね
歴
史

メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
大
き
さ
で
、
戒
名

は
『
心
要
院
殿
妙
澄
日
乗
大
姉
』
と

称
す
。

　
以
上
、
近
江
局
の
事
績
に
は
必
ず

東
金
御
殿
の
名
が
出
て
来
る
し
、
近

江
局
に
ふ
れ
な
け
れ
ば
先
に
進
ま
な

い
。
新
し
い
東
金
の
江
戸
歴
史
の
た

め
に
も
、
近
江
局
の
研
究
は
大
事
に

し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　（
飯
高
和
夫
、
青
木
幸
一
）

新たに発見された近江局の関連書簡
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『ときめき』はここに置いてあります（順不同）

市内
市役所
図書館
各市立公民館
東金文化会館
東金アリーナ
トレーニングセンター
みのりの郷 東金
東金青年の家
金融機関・JA各支所
郵便局
JR東金駅
千葉県農業大学校
東金高校
東金商業高校
千葉学芸高校
おかしのたいよう
ママカフェ
ブーランジェール

ポラーノ広場
千葉県木材市場協同組合
サンピア
小川屋味噌店（バイパス）
鍋店酒店
西川園
湖月堂
カルチャープラザ涼風
U-BOX
ときがね幼稚園
福屋書店
川嶋商店
東千葉メディカルセンター
中央クリニック
東葉クリニック
浅井病院
日吉台クリニック
岸本医院
原医院
西田医院

市外
●山武市
FPプロジェクトチーム
さんぶの森図書館＆文化ホール
ファミリーロッジ旅籠屋九十九里店
松尾IT保健福祉センター（図書館）
寒菊銘醸
オライはすぬま
守屋酒造
成東総合運動公園
山武市歴史民俗資料館
成東文化会館のぎくプラザ
JR成東駅
成東観光案内所
さんむ医療センター
丸正木材工業
●九十九里町
中央公民館
寿和楽工房

リトルチャイナ豊
古志川
東京庵
ルバーブ
八鶴亭
セーブオン北幸谷店
㈲みや川
松半
カスミ東金押堀店
GS小野ゼネラル
シャトレーゼ
デニーズ
夢庵
ガスト
ココス
ジョナサン
住センター 21（家徳）
桜田工務店
パティオ（にしきの園）
しいの木

田波整形外科医院
岩佐産婦人科
山本整骨院
山田歯科
大木歯科
木村歯科
東城歯科医院
村井歯科
レイクサイド歯科
東千葉CC
新千葉CC
エストーレホテル
城西国際大学
ショップカリヨン
地域生活センターゆりの木
パラメディカル
東金印刷
玉子屋
角栄ホームズ
東金青果市場

つくも学遊館
サンライズ九十九里
望月定子美術館
●大網白里市
アートギャラリー古屋敷
中部コミュニティセンター
中央公民館
菊屋本店
JR大網駅
季美の森GC
アートエディター
セレモニーホール大網
まちづくりサポートセンター
●八街市
中央公民館
●芝山町
芝山古墳・はにわ博物館
航空科学博物館

好評連載

2 とうがね歴史ばな史

11 散歩道「東金サイクリングの旅 【一】」
16 リーフノベル 「幸せの定義」 高安義郎

17 ポエムの窓 「往った人を来たと泣いた人をほほえ
んだと」高安ミツ子

19 子どもの本箱 第50 回 

おたのしみページ

18 千葉県立東金青年の家 主催事業、｢ 東金・田んぼ
の学校 ｣ 参加者・｢ 東金・市民農園 ｣ 利用者募集

20 ごいっしょしませんか 〜サークル情報〜

22 読者のひろば ほか

23 名所を巡る観光マラソン 「2015 辺田方トレイルラン」

24 読者プレゼント
表紙クラフト／関崎紀子

表紙

「東金市ウォークラリー大会」
毎年、２月下旬から３月上旬にかけて
開催されている大会です。１チーム（３
～４人）でコマ地図を手がかりに途中の
チェックポイントでクイズに答え、また
あらかじめ自分たちで設定した時間の
遠近も得点として競います。小学生の
部、中学・高校生の部、ファミリーの部
があります。

※ 記載もれがありましたらご連絡ください。
連絡先 TEL 0475-50-1187  FAX 0475-50-1294

4 東金文化会館イベント情報
CRAZY KEN BAND SPARK SHOW 2015、県民芸術劇場

「第九」演奏会、八坂茶会、鈴木直美ピアノソロコンサート、
May J. Spring Tour 2015、深沢亮子トークコンサート、
フォレスタ コンサート in 東金　etc…

6 山武市文化会館イベント情報
Fried Pride LIVE 〜スペシャルゲスト渡辺香津美〜、エマー
ノン・ブラス・クインテットコンサート、北野里沙 〜ファー
ストポジション〜、岡村孝子コンサートツアー 2014-2015、
スプリングコンサート 2015 〜吹奏楽の愉しみ〜　etc…

8 イベント＆タウン情報
東金アリーナ教室事業案内、東金市ウォークラリー大会 
参加者募集、東金市図書館からのお知らせ、東金桜まつり、
東金こども科学館、千葉県立農業大学校、みのりの郷東金
etc…

15 城西国際大学ニュースレター
シニア・ウエルネス大学受講生募集、社会人学生募集
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ときめきは、インターネット東金市ホームページで公開しています。
http://www.city.togane.chiba.jp/ka/syogai/
※ 本誌掲載情報は1月上旬時点のものです。主催者等の事情により内容

が変更になる場合があります

東金文化会館イベント
P04

散歩道　東金サイクリングの旅
P11

子どもの本箱
P19

「ふるさと納税」による寄附のご案内　☎0475-50-1208　東金市役所財政課
東金市は、徳川家康ゆかりの場所が数多く点在し里山風景が残る気候の穏やかな市です。そんな歴史と自然を守りつつ、教育、高齢者、障害者、保育の支援に積極
的に取組む東金市の施策に共感いただける皆様からの「ふるさと納税」による寄附のご協力をお待ちしています。詳細はお問合せください。3

syogai
線



お問い合わせは ☎0475-55-6211  http://www.tobunspo.or.jp

東金文化会館
イベント情報

① QRコード読取り機能のある携帯電話をお持ちの方は、左のQRコードを読取ってください。
② メール送信画面となりますので、そのままメールを送信してください
③ メルマガ登録用メールが届きますので、必要事項を入力して送信してください。→登録完了です。

※ 年会費・登録料無料（通信料のみお客様負担）
※ 携帯電話メールアドレスをお持ちの方のみ

登録できます。

～東金文化会館チケット発売情報など
をいち早くお届けします。～

携帯メルマガ配信中！
簡単
登録

下記アドレスに空メール〔題名（件名）、
本文を何も入力しない〕を送って下さい。
merumaga-toganebunka@mhai.Jp

3/1
日

2/28
土

3/15
日

10:00～16:30（展示室）

全席自由　1,000円
チケットプレイガイド A
2月28日（土）発売開始

全席指定　3,000円
※この事業は宝くじの助成金で実施します。
チケットプレイガイド　A ～C、G ～I
未就学のお子様のご入場は
ご遠慮願います。
好評発売中

14:00開演　大ホール

全席自由　1,500円
チケットプレイガイド　A
未就学のお子様のご入場はご遠慮願います。
残券僅少 お問い合わせください。

全席指定　6,900円
チケットプレイガイド　A ～J
好評発売中

15:00開演　ホール特設ステージ
①10:15 ～12:15　　②13:00 ～15:00
③15:30 ～17:30　　④18:00 ～20:00

【当日券のみ】大人（高校生以上） 1,000円
　　　　　　 小人（3歳～中学生）  700円

大ホール

※ １日先着200名までとさせていただきます。                                                                                                                                               
※定員（200名）になり次第、終了いたします。
　あらかじめご了承ください。
協力：東金茶道会
後援：東金市観光協会

17:00開演　大ホール

10：00 ～15：00（茶室予定）

14:00開演　小ホール

八坂茶会

スプリングコンサート

絵画展

東金市制60周年記念事業
県民芸術劇場「第九」演奏会

東金シネマⅥ

柘
ざ く ろ ざ か

榴坂の仇
あ だ う ち

討

～TO-BUNスタイル～
“東金ゆかりの芸術家”
絵画展＆スプリングコンサート

東金文化会館四季彩コンサート～冬～
TO-BUNニュースタイル
気軽に気楽にワンデイ・ライブ
Best of Lover’s Songs

東金市制60周年記念事業
CRAZY KEN BAND
SPARK SHOW 2015
クレイジーケンバンド

ヴァイオリン：執行恒宏
テューバ：大塚哲也
ソプラノ：青山真子
フルート：桑原知美
ピアノ：篠原栄子、武田真弓

東金ゆかりの皆様によるトークと演奏でつ
なぐコンサート。
絵画と音楽のコラボで東金の魅力を再発見
してみては如何ですか。

斉藤良夫・前嶋実・小田典子作品

Vocal:モニーク・ディヘイニー
　　　ゲイリー・アドキンス
Saxophone:大和田雅洋
Vn:小泉百合香、pf:土屋紀元、Dr:高崎洋平 他

「のどじまん ザ！ワールド」から登場したカ
リブの歌姫“モニーク”、GATSBYのCMで
話題の実力派シンガー、“ゲイリー・アドキン
ス”。ストリングスサウンドと共に歌いあげ
る極上のバラード
ドリンク＆スイーツコーナー（有料）もあり！

【演奏予定】
・To love you more（セリーヌ・ディオン）
・ Can’t Give You Anything（スタイリスティックス） 他

『鉄道員（ぽっぽや）』など数多くの著作が映
画化されてきた浅田次郎の短編集「五郎治
殿御始末」の一編を映画化した時代劇。主
君のあだ討ちを命じられた武士の不器用な
生きざまを通し、幕末から明治へと時代が
激変する中、武士として、人としての誇り
と覚悟を持って生きる侍たちの姿を描く。
監督は『沈まぬ太陽』の若松節朗、音楽を巨
匠・久石譲が担当。『壬生義士伝』の中井貴一
が主人公を熱演。阿部寛、歌舞伎役者の中
村吉右衛門ら実力派が共演する。

東洋一のサウンドマシーン、
「クレイジーケンバンド」が東金に初見参！

恒例の「八坂茶会」を、今年も桜の季節に開
催します。
桜花を愛でながら、一服いかがですか？
お気軽にご参加ください。

指揮：大井剛史
管弦楽： ニューフィルハーモニーオーケストラ千葉
ソプラノ：澤畑恵美　アルト：竹本節子
テノール：小原啓楼　バリトン：成田博之
合唱：東金市制60周年記念「第九」合唱団╱
合唱指導：山本康童

4/4
土
〜5
日

4/2
木
〜5
日

入場
無料

入場
無料

4/4
土

2/22
日

プレゼント2 プレゼント1

©2014 映画
「柘榴坂の仇討」
制作委員会

八鶴湖　三方を東金城址につらなる山々に囲まれた八鶴湖は、東金市のほぼ中央に位置し、周囲約800ｍの湖です。
　もともとは鉢形の盆地で、その中心に小池があり中世末東金城廃止後、徳川家康が東金御殿を築造のとき池を広げ、

谷池また御殿池とも称しました。春には桜の名所として湖畔に咲き誇ります。 4



東金文化会館プレイガイド ※公演によってプレイガイドは異なります。アルファベットにて参照してください　
※ プレイガイドによって購入方法が異なりますのでご注意ください

Ａ 東金文化会館 ☎ 0475-55-6211
Ｂ サンピア総合案内所 ☎ 0475-54-3511
Ｃ 多田屋サンピア店 1F ☎ 0475-52-6661
Ｄ 福屋書店 ☎ 0475-54-1730
Ｅ 成東文化会館のぎくプラザ ☎ 0475-82-5222
Ｆ さんぶの森文化ホール ☎ 0475-80-9700

Ｇ 大網白里アミリィ 1F 吉井クリーニング ☎ 0475-73-2111
Ｈ 晶光堂茂原アスモ店 ☎ 0475-23-8585
Ｉ 丸越楽器サビア横芝店 ☎ 0479-82-6326
Ｊ 街波通信社
Ｋ スズキピアノスクール ☎ 0475-73-3982

5/16
土

5/12
火

5/10
日

全席指定　4,000円
チケットプレイガイド　A ～J
未就学のお子様のご入場はご遠慮願います。
2月21日（土）発売開始

14:30開演　大ホール

全席自由　前売 1,800円／当日 2,000円
チケットプレイガイドＡ、K　好評発売中
未就学のお子様の入場はご遠慮願います。
好評発売中

全席自由　1,000円
チケットプレイガイドＡ
３月発売予定

14：00開演　小ホール

全席自由　2,000円
チケットプレイガイド　A ～J
未就学のお子様のご入場はご遠慮願います。
2月14日（土）発売開始

14:30開演　小ホール
全席自由　6,000円
3歳以上有料（２歳未満入場不可）
チケットプレイガイド　A ～J
3月14日（土）発売開始
※発売日お一人様8枚まで

18:30開演　大ホール

全席自由　一般1,500円
　　　　　小学生以下1,000円
チケットプレイガイド　A ～J
2月28日（土）発売開始
※ 3歳未満のお子さまは、保護者の膝上での鑑

賞の場合無料です。

14:00開演　小ホール 14：00開演　小ホール

共催事業
劇団サンブステップス
第13回公演 オリジナルミュージカル
Smile ～大切なキミ～

深沢亮子
トークコンサート

Ｍａｙ Ｊ.
Spring Ｔｏｕｒ 2015

フォレスタ コンサート
in 東金

親子 ｄｅ オペラ鑑賞デビュー

ヘンゼルとグレーテル
共催事業
鈴木直美ピアノソロコンサート
～16年目の演奏会～

「歌い継ぎ・語り継ぎ・たおやかな日本の 
こころ」歌はいつも人々の想い出に寄り添
い、人生の励ましや安らぎとなります。
フォレスタは多くの名曲のジャンルを問わ
ず、素晴らしいハーモニーを多くの心に届
けます。童謡・唱歌・叙情歌・歌謡曲・クラシッ
ク等、フォレスタ独自のアンサンブルで、
豊かな音楽世界をお楽しみください。

「BS日本・こころの歌」（BS日テレ・毎週月曜
夜9時放送）出演中。

～東金文化会館16回目の演奏会に際して～
毎年春に開催して参りました東金文化会館
での演奏会も、早いもので16年目を迎えま
す。今回はシューベルトとリストの作品を
取り上げました。滋味あふれる音の世界、
華麗できらびやかな音の世界、気さくなトー
クを交えてのピアノ演奏をお楽しみいただ
けましたら幸いです。

東金・大網の小・中・高校生を中心に、地域に
根ざした活動をしている劇団サンブステッ
プス。
脚本・演出をはじめ、すべてオリジナルの
ミュージカルにご期待ください。

深沢亮子さんの演奏には音楽を愛してやま
ない心とすばらしいお人柄が共に響いてお
られます。今回は深沢さんの楽しいお話を
交えたコンサートでお届けいたします。
陽光の昼下がり、名曲散歩は如何ですか。
○モーツァルト
デュポールのメヌエットによる9つの変奏曲　ニ長調　K.573
幻想曲 ニ短調 K.397
○シューベルト
ピアノ・ソナタト長調「幻想」作品78　他

2014年公開ディズニー映画『アナと雪の女
王』で日本版主題歌『Let It Go ～ありのま
まで～』の伸びやかな歌声が話題となった
May J.。
圧倒的な歌唱力で観客を魅了するMay J.の
情感豊かな歌声を、その目で耳でぜひご堪
能下さい。

0歳から楽しめる、参加型のオペラ公演で
す。鑑賞マナーや公演の楽しみ方もお教え
します。
お子さまのオペラデビューに、ぜひお越し
ください。

※写真は過去の作品から

※写真提供：　BS日テレ

5/4
（月・祝）

〜5
（火・祝）

5/17
日

4/19
日

http://www.machi-nami.com/ticket-1

プレゼント3プレゼント4

雄蛇ヶ池　周囲約４km、面積約25haで湖岸線が複雑に入り込んだ美しい池です。
湖畔沿いは遊歩道が整備されており、ウォーキングや野鳥観察などを楽しめます。
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お問い合わせは 成東文化会館☎0475-82-5222　さんぶの森文化ホール☎0475-80-9700
山武市文化会館

イベント情報

2/20
金

3/8
日

2/14
土

プレゼント5

ただいま、山武市文化会館ではメール会員を募集しています。文化会館のチケット情報や、催物案内。ホットな話題をお届けします。
年会費・登録料無料（通信料はお客様負担となります。）名前、住所、メール配信希望を明記のうえ、メールにてお申し込みください。
メールアドレス　n-bunka@city.sammu.lg.jp

メール会員募集中

会場…成東文化会館のぎくプラザ　エントランスホール
入場料…1,000円（全席自由）
チケット好評発売中

19:00開演　18:30開場
会場…さんぶの森文化ホール
入場無料（全席自由）

14:00開演　13:30開場

会場…成東文化会館のぎくプラザ　ホール
入場料…全席自由
　前売　一般1,500円／高校生以下800円／
　　　　母子席（ひざうえ）1,000円
　当日　一般2,000円／高校生以下1,000円／
　　　　母子席（ひざうえ）1,500円
チケット好評発売中

14:00開演　13:30開場
会場…成東文化会館のぎくプラザ　ホール
入場料…全席指定
　前売　一般3,000円／高校生以下1,500円
　当日　一般3,500円／高校生以下2,000円
チケット好評発売中

会場…成東文化会館のぎくプラザ　ホール
入場料…全席自由　1作品　300円
チケット好評発売中

15:00開演　14:30開場

Fried Pride LIVE
～スペシャルゲスト渡辺香津美～

平成26年度優秀映画鑑賞推進事業
日本名作映画祭

サロンコンサートvol.156
北野里沙
～ファーストポジション～

さんぶの森音楽祭
with 安田雅司郎

エマーノン・ブラス・
クインテットコンサート

2014年9月「母からの手紙」でメジャーデ
ビュー。音大卒業後、本場イタリアへ。留
学中、路上で日本のうたを歌っていたこと
がキッカケとなり、帰国後アーティスト活
動開始。ポップスからクラシックまで、ジャ
ンルを越えた「歌う架け橋」となるべく奮闘
中！　FMヨコハマ 「First Position」レギュ
ラーパーソナリティー。

内容…親子でウクレレ教室の生徒さんと、
講師：安田雅司郎先生、さんぶの森コカリナ
隊など多くの出演者が一堂に会して演奏し
ます。お気軽にお越しください。

1991年、東京芸術大学で同級生として学
ぶ5人により結成。新作の委嘱やオルガン
との共演など特色あるステージを展開しつ
つ、その幅広い表現力が評判を呼び、日本
の若手金管五重奏団を代表する存在となっ
た。今年で結成23年目をむかえる。近年は
千葉県にて金管楽器奏者のためのキャンプ
を主催する等、ブラス・アンサンブルの啓蒙
及び教育にも力を入れている。テューバの 
大塚氏は東金市出身。

類まれなる歌唱力を持つヴォーカリスト
Shihoと超絶技巧を持つギタリスト横田明
紀男の2人からなるジャズユニットFried 
Pride（フライド・プライド）のコンサート。 
ゲストに名実ともに日本が世界に誇るトップ・ 
ジャズ・ギタリスト、渡辺香津美が登場。

内容…戦後の混乱を乗り越え、復興の時を
迎えた日本に生きる様々な家族や夫婦の愛
を描いた4作品。
上映スケジュール
10:00 ～ 「煙突の見える場所」白黒108分 
 ［1953年新東宝＝スタジオ8プロ］
12:30 ～ 「この広い空のどこかに」
 白黒109分［1954年松竹］
15:00 ～ 「名もなく貧しく美しく」
 白黒128分［1961年東京映画］
17:40 ～ 「裸の島」白黒96分
 ［1960年近代映画協会］

2/8
日

2/15
日

2/11
（水・祝）

会場…成東文化会館のぎくプラザ　ホール
入場料…無料（全席自由）

第1回
演劇フェスティバル

出演…演劇集団ぶどう座
　　　千葉県立成東高等学校演劇部
　　　千葉県立松尾高等学校演劇部
　　　劇団サンブステップス
　　　辺田方座

入場
無料

13:30開演　13:00開場

山王台公園　 東金市内を一望できる高台にあり、晴れた日には九十九里平野まで見わたせます。
春には花見の名所として、また元旦には、初日の出を拝む人たちでにぎわいます。

6



3/29
日

5/5
（火・祝）

プレゼント9

山武市文化会館プレイガイド一覧　［山武市文化会館 http://www.city.sammu.lg.jp/site/sammushibunkakaikan/］
●成東文化会館のぎくプラザ☎0475-82-5222　●さんぶの森文化ホール☎0475-80-9700
●東金文化会館☎0475-55-6211　●道の駅「オライはすぬま」☎0475-80-5020
●読売新聞YC成東☎0475-82-0606　●ルバーブ☎0475-53-2323
●丸越楽器サビア店☎0479-82-6326　●ウエーブワン☎0475-55-0289
●誠文堂書店☎043-444-0243　●街波通信社 http://www.machi-nami.com/ticket/
●大網白里アミリィショッピングセンター1階クリーニング店よしい☎0475-73-2178
休館日＝毎週月曜日（祝日の場合はその翌々日）、祝日の翌日

会場…成東文化会館のぎくプラザ　ホール
入場料…無料（全席自由）

14:00開演　13:30開場
会場…成東文化会館のぎくプラザ　ホール
入場料…全席指定
　一般2,000円／高校生以下1,000円／
　母子席（ひざうえ）1,500円
チケット2月28日（土）発売予定

15:00開演予定

山武市誕生の日記念イベント
山武のアーティストたち
Vol.5

スプリングコンサート
2015 ～吹奏楽の愉しみ～

ミュージカルレッスン
参加者募集

会場…さんぶの森文化ホール
全席指定…1階席5,000円／2階席4,000円
お1人様4枚まで
※3歳以上のお子様はチケットをご購入ください。
チケット好評発売中

17:00開演　16:30開場

岡村孝子
コンサートツアー 2014-2015

“T‘sGARDEN”

“あみん”としてデビュー曲「待つわ」が大
ヒットを記録し、ソロ活動転向後の「夢をあ
きらめないで」が超ロングセールスを記録す
るなど「OLの教祖」とまで呼ばれ、多くの女
性からの支持を集める岡村孝子のさわやか
な歌声をお楽しみください。

3/20
金

プレゼント7

会場…成東文化会館のぎくプラザ　エントランスホール
入場料…1,000円（全席自由）
チケット2月20日（金）発売予定

19:00開演　18:30開場

サロンコンサートvol.157
ザ・ミュージカル

出演…高知尾　純（ピアノ）
　　　瀧澤　行則（ヴォーカル）
　　　中出　裕子（ヴォーカル）
内容…ミュージカルソングをはじめ皆様ご
存じの名曲をお届けします。

地元山武地域で育ち、プロとなったミュー
ジシャンたちと、山武市内高等学校吹奏楽
部によるジョイントコンサート。
山武・東金地域アーティストデータバンクに
参加する地元出身のアーティストたちがふ
るさとを想い演奏します。
成東文化会館にて練習中の管打楽器連続講
習「ジュニアウインズ」受講生も出演します。

出演…シエナウインドオーケストラ
　　　指揮:古賀賢一
内容…昨年に引き続き、「スプリングコン
サート2015 ～吹奏楽の愉しみ～」を開催い
たします。今年度はオーボエ奏者としても
活躍する古賀賢一氏を指揮者に迎え、演奏
を昨年に引き続きシエナウインドオーケス
トラの皆さんをお招きし、平成27年度吹奏
楽コンクール課題曲全曲を始め、吹奏楽の
魅力を十分にお楽しみいただける企画をご
用意いたします。どうぞお楽しみに！

内容…レッスンを通して、コミュニケーショ
ン能力の向上、相手を思いやり、共同でひ
とつのものを創り上げる喜びを体験してみ
ませんか。初回無料！
ミュージカルや演劇にに興味のある方なら、
どなたでもご参加いただけます。
会場…成東文化会館　2階　視聴覚室
料金…初回無料
　山武市内在住・在学・在勤
　1回あたり500円
　山武市外在住　1回あたり1,000円
　※ 参加2回目から期間内の参加費を1回目

受講時にお支払いください。
　※ 尚、参加費は返納できませんので、あ

らかじめご了承ください。
日程… ホームページをご覧になるか、成東

文化会館までお問い合わせください。

3/15
日

プレゼント8

会場…成東文化会館のぎくプラザ　ホール
入場料…全席自由
　前売　一般2,000円／高校生以下1,000円
　当日　一般2,500円／高校生以下1,500円
チケット好評発売中

15:00開演　14:30開場

邦楽ミュージカル
躍動

出演…石橋拓道（三味線）ほか
内容…バレエ・邦楽・洋楽のエッセンスが詰
まった、邦楽ミュージカル「躍動」。
地元山武市在住の三味線奏者石橋拓道氏の
もつ無限の宇宙を、無から躍動に至るまで
表現します。

3/22
日

入場
無料

プレゼント6

ときがね湖（東金ダム）　一周約3.8km、総貯水量230万㎡のダムです。
「ときがね湖」は季節の花が楽しめる遊歩道が整備されています。
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問合せ先▶（一社）東千葉スポーツクラブ事務局　☎0475-52-6020

総合型地域スポーツクラブ創設事業
(一社）東千葉スポーツクラブ『スポーツ体験会』開催のお知らせ

Event & Tow
n Inform

ation

東金市市制施行60周年記念事業

平成27年度 東金アリーナ教室事業案内

100転体操＆シナプソロジー無料教室を開催します

平成２７年度 東千葉スポーツクラブ教室事業案内　（東金アリーナ共催事業）　　　

イベント●＆タウン情報

申し込み・問合せ先▶東金アリーナ　☎0475-50-1715（東金市堀上1361-1）
ホームページ▶http://www.togane-bunspo.or.jp/arena/　Eメール▶arena@togane-bunspo.or.jp

主　　催▶一般社団法人　東千葉スポーツクラブ
共　　催▶東金市教育委員会（予定）
　　　　　（公財）東金文化・スポーツ振興財団　東金アリーナ
日　　時▶平成27年3月21日（土）　10:00 ～15:00 
場　　所▶東金アリーナ    
内　　容▶ ランニング教室や太極拳、健康体操教室、AED講習会など
　　　　 　 健康やスポーツに関する様々なプログラムを1日体験できま

す。
対　　象▶幼年～一般まで ※種目によって対象が変わります。
申込方法▶事務局まで問い合わせください。
費　　用▶無　料（一部有料）※傷害保険は当方で加入します。

初心者の為のランニング教室、誰でも出来る簡単パワーストレッチ、
100転体操（健康体操）、健康ヨガ、太極拳、ユニカール（軽スポーツ）、
ノルディックウォーキング、AED講習会、ジュニア栄養教室、体組成
計無料測定会、幼児・小学生空手教室、卓球体験会など

事業名 時間・曜日 平成27年度　日程 対象・募集人数 参加費

フレッシュバレーボール教室 　　17：00～19：00（週末）
1・2年生は17：00～18：30

年間を通して月１回～２回週末（全
24回を予定）　4月～開催予定 小学生対象30名　 3～6年生　3,600円

1～2年生　2,400円
ダンベルエアロビクス教室  10：30 ～11：30（水）

１期　４月～７月開催予定　全12回 16歳以上20名 3,500円初級エアロビクス教室 10：00 ～11：00（土）
中級エアロビクス教室 11：10 ～12：10（土）
青竹体操教室 11：10 ～11：55（木） １期　4月～7月開催予定　全10回
かんたんステップ教室 9：20 ～10：20（水） １期　4月～7月開催予定　全12回 16歳以上20名 4,200円
初めてのフラダンス教室 9：30 ～10：50（木） １期　4月～9月開催予定　全16回 16歳以上25名 8,000円
キレイになるヨガ教室 11：15 ～12：30（火） １期　4月～9月開催予定　全15回 16歳以上25名 8,000円
スポーツ吹矢教室

（木曜・土曜クラス開催）
13：00 ～15：00（木） １期　4月～8月開催予定　全10回 16歳以上

各クラス20名
各クラス　3,000円

（吹き矢セット10,000円）9：00 ～11：00（土）
筋力バランス向上教室 11：15 ～12：30（木） １期　4月～8月開催予定　全10回 16歳以上45名 3,000円
シニア卓球教室 12：30 ～15：00（金） １期　4月～7月開催予定　全10回 50歳以上40名 4,000円
アリーナ元気塾

（午前・午後クラス開催）
9：30 ～10：50（火） １期　4月～7月開催予定　全10回 16歳以上

各クラス40名 5,000円13：30 ～14：50（火）
初心者の為のアリーナ太極拳 10：00 ～11：00（水） １期　4月～8月開催予定　全10回 16歳以上30名 3,000円
初級マットピラティス教室 13：00 ～14：30（水） １期　4月～7月開催予定　全10回 16歳以上20名 6,000円

触覚ボール・セルフケア教室 11：15 ～12：15（金） １期　4月～7月開催予定　全10回 16歳以上35名 4,000円
(ボール代1,050円)

100転体操＆シナプソロジー 11：15 ～12：15（金） １期　4月～7月開催予定　全10回 16歳以上35名 4,000円

事業名 時間・曜日 平成27年度　日程 対象・募集人数 参加費
中級太極拳教室、ノルディックウォーキング教室、キッズ少年空手教室、
初めての少年空手教室、健康ヨガ教室

詳細は、お問い合わせください。
申し込み・問合せ先

▲

東千葉スポーツクラブ　☎0475-52-6020

時間・曜日 募集人数 申込方法 内容

2月19日・26日
3月  5日・12日・19日
11:00 ～12：00　（木曜日）全５回

16歳以上30名で体調を
自己管理できる方

2月3日（火）～
AM10：00からアリーナ窓口
もしくはTELでの申し込み

100転体操は肩甲骨や骨盤周りの回転運動です。シ
ナプソロジーは脳トレーニングの一種で五感を刺激
してくれるので老化防止に効果的です。平成27年
度4月から新規教室としても開講予定です。

※上記、日程調整により詳細変更になる場合があります。

※上記、日程調整により詳細変更になる場合があります。

※各教室では、運動のできる服装・汗拭き用タオル・水分補給用飲み物等をご持参ください。
※募集は広報・東金アリーナHPなどでお知らせ致します。開催の途中でも定員に満たない場合は参加可能です。共通

切通し　縄文時代、台地に住んでいた人々は、やがて海が後退すると平野部で生活をするようになりました。
この平野部と台地の往来には「切通し」と呼ばれる独特の道がつくられました。

実施予定プログラム
※都合によりプログラムが一部変更となる場合がございます。
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問合せ先▶東金市観光協会　☎0475-50-1142
　　　観光案内所　☎0475-55-3310

ホームページ▶http://www.toganekanko.jp/（東金市観光協会）
問合せ先▶東金図書館☎0475-50-1190

東金桜まつり東金市図書館からのお知らせ

　3月27日（金）から4月8日（水）まで東金桜まつりが開催されます。
　会場の八鶴湖周辺には約1,000本のソメイヨシノが咲きほこり、湖畔
の桜のライトアップも予定しております。夜桜を眺めながらの散歩は、
幻想的な雰囲気を味わえます。
　期間中は、YASSA Comachiのライブなど様々なイベントが開催され、
4月5日（日）には花火大会が開催されます。皆様のご来場をお待ちして
おります。

移動図書館ふれあい号が新しくなります
　図書館までお出かけになれない方、小学校や幼稚園に通っている子供
たちに、図書館を身近に感じてもらえるよう、幼稚園・小学校を含む
市内9か所に巡回している移動図書館車「ふれあい号」が新しくなりまし
た。
※ 移動図書館の日程、駐車場については東金市ホームページ等をご覧く

ださい。
【移動図書館車】

Event & Tow
n Inform

ation

東金市ウォークラリー大会 参加者募集！

イベント●＆タウン情報

申し込み・問合せ先▶東金市教育委員会生涯学習課　☎0475-50-1205（東金市東岩崎1-1）
Eメール▶syogai@city.togane.lg.jp

　コマ地図を手がかりに道を進み、途中チェックポイントでクイズに 
挑戦。
主　　催▶東金市青少年相談員連絡協議会
日　　時▶平成27年2月28日（土）
　　　　　※荒天の場合、3月1日（日）に順延
受　　付▶8:00 ～8:30
競技開始▶9:15 ～　（14:00終了予定）
集合解散場所▶県立東金青年の家
参 加 費▶無料
参加クラス▶3 ～4人で1パーティー（チーム）です。
　　　　　　①小学生の部
　　　　　　②中学・高校生の部
　　　　　　③ファミリーの部
　　　　　　　※小学校1 ～3年のみでの参加はできません
　　　　　　　※ 途中、山道があるためベビーカーを使っての参加は困

難です。
表　　彰▶ 各クラス上位3チームに賞状・賞品を授与。
　　　　　閉会式に豪華賞品（⁉）が当たるお楽しみ抽選会あり。
申込方法▶パーティー全員の氏名（ふりがな）、学校・学年（幼児・成年の
　 の方は年齢）、電話番号、住所、参加クラス、予備日の参加または不参

加を明記し、Eメール・電話・FAX等で申し込みください。
　東金市教育委員会生涯学習課
　〒283-8511 東金市東岩崎1-1 
　E-mail:syogai@city.togane.lg.jp
   ☎0475-50-1205 　FAX 0475-50-1294
申込締切▶2月13日（金）

御成街道　別名「提灯街道」「一夜街道」「権現街道」とも呼ばれる東金御成街道は、慶長18年（1613）12月徳川家康から東金辺鷹狩りの準備の命を受けた佐倉城主・
土井利勝が、突貫工事で完成させた道です。東金御殿へと通じる道すじに、古道の面影を訪ねます。
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　東金2.6ヘクタールの敷地内に東金市の魅力をギュッと詰め込みまし
た。新鮮な特産物はもちろん、加工食品、選ぶのに迷ってしまいそうな
お土産や目を見張る程勢揃いした植木たちを是非ご覧ください。
レストランやイベントスペースも充実。小さなお子様からご年配の方ま
で家族みんなで楽しむことができます。
■直売所　東金マルシェ
　朝どり野菜に旬の果物、人気のお米など、新鮮さはもちろんのこと、
生産者の顔が見える安全・安心を皆様に提供できることが自慢です。
彩り豊富な季節の「みのり」をお届けします。
■緑花木市場
　「圃場エリア」「盆栽エリア」「パイプハウス」「見本庭園」など見どころ満
載です。見事な枝ぶりの樹木や盆栽も各種取り揃えています。ご購入後
お手入れについてもご相談を承りますのでお気軽にお声がけ下さい。
■レストラン　とっチーノ
　旬のこだわり素材を使ったパスタやご当地産「東金米」のもっちりリ
ゾットなど、地元の食材を使った美味しいメニューが盛りだくさん。

イベント情報
＊佐藤真理さんの『よってって きいてって おはなしライブ』
　毎週月曜日10時30分から11時00分まで
　東金マルシェ内 情報発信コーナー （入場無料）
＊2/14（土）城西国際大学＆みのりの郷東金 コラボ企画
　市民セミナー：「エイジレスな心と体を作る楽しい運動」
　城西国際大学福祉総合学部 羽崎教授
　14:00 ～15:00 東金マルシェ内情報発信コーナー（入場無料）

Event & Tow
n Inform

ation

親子で遊べる科学＆工作教室　東金こども科学館

千葉県立農業大学校
庭園の設計と作庭講座の開催について

みのりの郷東金

東金市をまるごと楽しもう

イベント●＆タウン情報

申し込み・問合せ先▶東金こども科学館　☎0475-55-6211　Fax0475-55-6216（東金市八坂台1丁目2107-3）
ホームページ▶http://www11.ocn.ne.jp/~tsc/

問合せ先▶農業大学校農業研修科　☎0475-52-5140
問合せ先▶みのりの郷東金　☎0475-53-3615　営業時間9:00 ～18:00

東金市田間1300-3　http://minorinosato-togane.com

　植木生産振興の一環として、庭園設計と作庭についての講座を開催し
ます。この講座では、植木生産者、造園業者の皆様や本講座に興味のあ
る方を対象に、庭園の設計図の描き方について解説し、設計した小庭園
づくりを行います。是非ご参加ください。
日　時▶2月23日（月）から25日（水）の3日間　10:00～16:00
場　所▶千葉県立農業大学校　東金市家之子1059
　　　　☎0475-52-5140　ファクス 0475-54-0630
講座の内容及び講師▶
　（1）講座内容 2月23日（月）:庭園の平面図の描き方の講義と製図
 2月24日（火）:庭園の透視図の描き方の講義と製図
 2月25日（水）:設計した小庭園（坪庭）づくり（実習）
　（2）講　　師 （有）重森庭園設計研究室　代表　重森　千靑　先生
募集人員▶30名（先着順）
参加費用▶ 無料（但し、テキスト2,100円、傷害保険料200円程度が 

必要です）
参加申し込み及び締切日▶講座名（作庭講座）、氏名、住所、電話番号、
テキスト希望の有無、所属を記入の上、2月13日（金）必着で、ハガキま
たはファクスでお送り頂くか、本校へ直接ご持参ください。
持ち物▶筆記用具、昼食、飲み物、帽子、雨具。2月23・24日…製図用具 

（ 三 角 定 規、 三 角 ス ケ ー ル、HB0.3mmのシャープペンシル他）、2月 
25日…作業服、安全帽、軍手、剪定 
ハサミ、剪定用ノコギリ、植木バサミ

交通アクセス
・ JR東金駅下車「東金駅入口」バス停からちば

フラワーバス「成東駅」行きに乗り「家の子」
で下車、徒歩約10分

・ JR成東駅下車、ちばフラワーバス「千葉駅」
行きに乗り「家の子」で下車、徒歩約10分

・JR求名駅下車、徒歩約30分

○6月20日（土）パソコン教室「Tシャツをデザインしよう！」
　①9:30　②13:30　参加費50円　各10名
　綿白無地Tシャツ持参　
　科学館常設パソコンのお絵かきソフトを使ってデザインしてから転写
紙にプリントし、アイロンでシャツに熱転写します。どんな図案にする
か考えておきましょう。Tシャツはぴったりサイズの「綿の白無地」を各
自用意して持ってきてね。洗濯もできるよ。

　先着順事前申込みです。お電話でお申し込み下さい。●印の教室は平成27年度「子どもゆめ基金（独立行政法人国立青少年教育振興機構）
助成活動」に申請中で、4月の採否により計画変更をする場合があります。ご了承下さい。

「おもちゃの病院」
毎月第2、4日曜日
13:00 ～15:30

お気に入りのこわれた
おもちゃを修理します。
部品代がかかる場合も
あります。

○文

○文

○文

文
（大）

文

ちばフラワーバス
「家の子」

東金青年の家

千葉県立
農業大学校

城西国際大学

東小学校

ＧＳ千葉
学芸高

東金商高
八鶴湖

国道126号
バイパス

国道12
6号

「駅入口」東金高校

至大網

至成東

至山武

砂
押
県
道

東金駅
求名駅

至千葉

●6月27日（土）自然科学教室「ハチミツのひみつ」
　13:30　参加費50円　20名

　講師は千葉県立中央博物館の宮野伸也（農学博士）先生。ミツバチは花
のみつを集めハチミツを作るけど花のみつはどのようにしてハチミツに
なるのかなあ。ハチミツしぼりも体験するんだ！しぼりたての味は格別、
花の種類もわかるのかな。しぼったハチミツはおみやげだよ。200ミリ
リットルくらいのジャム瓶を持ってきてね。ハチは標本で観察するんだ。

無 料

東金御殿跡　徳川家康が鷹狩りに来遊する際の宿泊所として、東金御殿が建てられました。ここには家康が２回、秀忠が７回来遊しました。
現在は千葉県立東金高等学校になっており、八鶴湖沿いの道に解説板が設置されています。
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坂道と紅葉、好きなワンショット

久我池の堤防に並ぶ桜

この小高い場所は何百年も変わらない

元禄７年の『台方絵図』にみる
「東金御林」であろう

サイクリング初日　愛車を友にいざ出発

「ガンガン坂」と
ハナミズキの果実

散
歩道

連
載
　
さ
ん
ぽ
み
ち

　

文
・
青
木
幸
一

は
変
わ
れ
ど
幾
人
の
人
が
こ
の
東
金
を
眺
め
何
を

思
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
と
ま
た
ど
う
で
も
よ
い
こ

と
が
頭
を
よ
ぎ
っ
た
。
で
も
懐
か
し
い
そ
の
“
時
”

を
抱
か
せ
る
処
で
あ
る
❷
。

　
片
貝
県
道
を
横
切
り
、
若
干
の
紅
葉
が
の
こ
る

上
行
寺
前
の
坂
道
に
レ
ン
ズ
を
向
け
る
❸
。
こ
の

先
の
大
通
り
に
あ
る
バ
ス
停
「
金
半
前
」
の
近
く

に
あ
る
大
利
根
食
堂
の
反
対
側
の
細
道
へ
折
れ
る
。

こ
こ
は
地
元
で
は
「
ガ
ン
ガ
ン
坂
」
と
呼
ぶ
❹
。

以
前
古
老
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
こ
の
坂
は
切
り
通

し
で
あ
る
た
め
反
響
し
て
「
ガ
ン
ガ
ン
」
の
音
が

聞
こ
え
る
こ
と
か
ら
そ
の
名
が
つ
い
た
と
い
う
。

　
こ
の
坂
を
一
気
に
登
り
切
ろ
う
と
ペ
ダ
ル
を
踏

み
込
ん
だ
が
、
傍
ら
に
あ
っ
た
柚
と
赤
い
実
（
ハ

ナ
ミ
ズ
キ
の
果
実
？
）
❺
に
気
が
と
ら
れ
、
ま
た

急
勾
配
に
も
負
け
て
、
の
ん
び
り
と
押
す
こ
と
に

し
た
。
そ
し
て
田
ん
ぼ
に
沿
っ
て
進
み
、

菅
原

神
社
で
軽
く
帽
子
を
と
り
、
そ
の
先
の
「
道
祖
神

の
碑
」（
明
治
36
年
）
と
「
お
は
や
し
街
道
入
口
」

に
辿
り
着
く
❻
。
こ
の
お
は
や
し
は
「
お
囃
子
」

で
は
な
く
、
江
戸
時
代
に
当
地
を
管
理
し
て
い
た

板
倉
藩
の「
御
林
」に
由
来
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
春
は
綺
麗
な
桜
並
木
と
久
我
池
の
情
景
を
思
い

描
き
な
が
ら
鳥
居
を
く
ぐ
り
❼
、
商
業
高
校
入
り

口
前
の
三
叉
路
を
右
折
。
台
地
に
沿
っ
て
進
み「
久

我
池
改
修
百
五
拾
年
記
念
碑
」
と
「
関
東
ふ
れ
あ

い
の
道
」
の
看
板
に
目
を
や
り
、
八
坂
神
社
方
面

に
向
か
う
❽
。
そ
の
途
中
に
あ
る
枝
垂
れ
桜
で
有

名
な
願
成
就
寺
に
立
ち
寄
り
、
新
し
く
な
っ
た
本

堂
、境
内
に
鎮
座
す
る
屋
根
付
き
の「
五
輪
塔
」（
全

国
的
に
も
珍
し
い
装
飾
豊
か
な
石
塔
）
を
見
学
❾
。

や
は
り
春
に
も
う
一
度
来
よ

う
。
そ
こ
か
ら
険
し
い
坂
を

一
歩
一
歩
確
認
し
な
が
ら
進

み
、
途
中
の
電
柱
に
貼
ら

れ
た
「
発
砲
厳
禁
・
銃
猟

　
今
回
の
散
歩
道
は
机
か
ら
離
れ
、
久
し
ぶ
り
に

健
脚
？ 

を
披
露
し
た
く
バ
イ
シ
ク
ル
の
旅
と
し
た

い
。
今
年
、
生
涯
学
習
課
で
は
サ
イ
ク
リ
ン
グ
が

流
行
っ
て
お
り
（『
と
き
め
き
隊
』
を
結
成
）、
そ

れ
は
健
康
志
向
と
言
う
と
聞
こ
え
は
良
い
が
単
に

不
健
康
な
生
活
の
反
動
と
ス
ト
レ
ス
発
散
が
主
な

目
的
。
日
ご
ろ
の
仕
事
を
忘
れ
、
ペ
ダ
ル
を
踏
ん

で
爽
や
か
な
風
を
読
者
に
少
し
で
も
感
じ
て
い
た

だ
く
た
め
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
設
定
を
兼
ね

て
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
。
ま
ず
は
東
金
の
西
側

域
に
設
定
し
た
２
コ
ー
ス
を
紹
介
し
よ
う
。

　
す
で
に
「
オ
ジ
サ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
違

和
感
も
な
く
な
っ
た
『
と
き
め
き
隊
』、
さ
っ
そ
う

と
街
に
躍
り
出
た
。

Ａ
コ
ー
ス
（
森
林
ロ
ー
ド
）

　
昨
年
12
月
吉
日
、
東
金
駅
西
口
に
午
前
11
時
集

合
❶
。
気
温
9
度
、
微
か
な
冷
た
い
風
を
感
じ
る

が
万
全
の
防
寒
装
備
で
い
ざ
出
発
へ
。
ま
ず
は
大

通
り
（
旧
道
126
号
）
を
右
折
、「
東
金
横
町
」
の

前
を
通
り
東
京
庵
前
の
信
号
を
左
折
、
東
金
幼
稚

園
の
前
に
出
る
。
そ
こ
か
ら
五い

十そ

瀬せ

神
社
方
面
に

つ
な
が
る
「
内
玉
通
り
」
は
、
本
誌
第
64
号
で
紹

介
し
た
道
で
東
金
町
の
最
初
の
幹
線
道
路
と
思
わ

れ
る
「
古
道
」。
こ
の
通
り
に
は
同
神
社
（
大
正
８

年
の
東
金
町
道
路
元
標
、
元
禄
13
年
の
鳥
居
な
ど

在
り
）
の
ほ
か
、
以
前
は
旧
道
ら
し
く
来
賓
客
専

用
の
玄
関
を
も
つ
屋
敷
が
残
っ
て
い
た
。
こ
の
よ

う
な
佇
ま
い
を
も
つ
屋
敷
は
東
金
で
も
数
少
な
く

な
っ
て
お
り
寂
し
い
限
り
で
あ
る
。
な
お
、
五
十

瀬
神
社
の
本
殿
か
ら
市
内
の
中
心
街
を
樹
木
の

合
間
か
ら
眺
め
て
い
る
と
、
悠
久
の
昔
よ
り
情
景

東
金

サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
旅  【
一
】

【クリップボード　　】
菅原神社 ： この神社は
旧道側にある田間神社と
は田間城を挟んで真反
対にある。中世のお城で
ある田間城に関連する重
要な神社であろう。

❶

❻ ❹

❺❺

❼

❷❸

みのりの郷東金　四季折々の顔を見せてくれる「緑化木市場」、市内外の生産者の皆様が育てた野菜・米や乳製品等の
加工品を取り揃えた「東金マルシェ」、地元食材を使ったパスタランチをはじめ、こだわりのスィーツなど盛りだくさん
のメニューのレストラン「とっチーノ」があります。
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A コース
（森林ロード）

（田園ロード）
B コース

おあし坂

厳島神社

（国土地理院「東金」1/50,000 使用）

駅スタート
❶

❷

❸
❹
❺

❻
❼

❽
❿

⓫⓬

㊴

㉕

㉔

㉖

㊱

㉟

㉞

㉝

㉜

㉛

㉗

㉓

㉑

⓴

⓳

⓲

⓱ ⓰

⓯

⓮

⓭

❾

㉚
㊲

㊳

㉘

㉒

㉙

⓬

東金朝市　☎0475-53-1815（朝市組合長　熊木） 
野菜、水産加工品、お惣菜、せんべい、朝取り玉子など販売。毎週日曜日の7時～ 8時、東金市役所（裏）駐車場
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禁
止
区
域
」
の

前
で
一
息
。
天

王
様
の
愛
称
で

呼
ば
れ
て
い
る

八
坂
神
社
に

入
り
、
拝
殿
、

本
殿
を
参
拝
。

拝
殿
の
前
に
あ

る「
神
使
の
牛
」

の
愛
嬌
（「
阿
吽
」
の
姿
）
に
思
わ
ず
睨に

ら
め
っ
こ
を

し
て
し
ま
っ
た
❿
。
こ
の
神
社
か
ら
九
十
九
里
を

見
渡
す
と
、当
時
の
航
海
の
目
印（
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
）

で
あ
っ
た
こ
と
に
納
得
す
る
。

　
つ
ぎ
に
本
松
寺
に
向
か
う
⓫
。
こ
の
寺
に
は「
鐘

楼
」「
欅
の
大
樹
」「
木
刀
塚
」
の
市
指
定
文
化
財

が
あ
り
、
八
坂
神
社
と
共
に
江
戸
時
代
の
文
化
の

匂
い
が
色
濃
く
残
っ
て
い
る
。
本
寺
の
裏
に
あ
る

道
を
滑
る
よ
う
に
進
む
と
、
目
に
入
っ
て
き
た
風

景
、
よ
く
手
入
れ
さ
れ
た
畑
に
は
抜
け
る
よ
う
な

青
空
と
土
の
匂
い
が
良
く
似
合
う
こ
と
を
実
感
し

た
。
や
が
て
東
金
ダ
ム
に
辿
り
着
く
⓬
。
太
陽
の

光
を
一
身
に
受
け
て
輝
く
湖
面
、
そ
の
周
り
を
思

い
の
ま
ま
散
歩
す
る
人
、
ふ
と
自
転
車
に
付
け
た

走
行
距
離
計
を
み
る
と
こ
こ
ま
で
5.5
㎞
。
景
色
を

見
な
が
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
補
給
と
す
る
。

　
ダ
ム
を
後
に
先
の
十
字
路
を
直
進
。
東
金
源
線

に
出
て
、
粟
生
方
面
に
向
か
う
と
右
手
の
水
路
脇

に
大
杉
が
そ
び
え
立
つ
⓭
。
道
し
る
べ
の
樹
で
あ

ろ
う
が
、
昔
話
に
出
て
く
る
天
狗
様
が
居
そ
う
な

雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
し
ば
ら
く
、
緩
や

か
な
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
と
真
っ
す
ぐ
の
道
を
繰
り
返

し
、
斜
め
に
な
っ
て
い
る
五
料
お
よ
び
酒
蔵
バ
ス

停
⓮
、酒
蔵
城
跡（
円
蔵
寺
）の
森
を
横
目
に
進
み
、

の
ど
か
な
上
布
田
（
旧
山
武
町
）
の
集
落
を
縫
う

よ
う
に
ペ
ダ
ル
を
踏
ん
だ
。
や
が
て
源
公
民
館
を

見
降
ろ
す
坂
道
に
出
る
。
明
治
期
の
源
村
は
日
本

三
大
模
範
村
に
掲
げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
同
時
期

の
行
政
文
書
（
公
文
書
）
を
大
切
に
遺
し
た
と
し

て
全
国
的
に
も
有
名
と
聞
く
。
こ
の
文
書
は
現
在

千
葉
県
文
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
な
お
源
公

民
館
に
は
幾
つ
か
の
石
碑
も
建
て
ら
れ
て
お
り
、

必
見
の
価
値
は
あ
ろ
う
⓯
。
こ
こ
ま
で
13
・
4
㎞
。

　
こ
の
公
民
館
の
近
く
に
あ
る
薬
王
寺
に
向
か
う
。

こ
の
寺
は
「
布
田
の
薬
師
様
」
で
親
し
ま
れ
、
9

月
の
「
施
餓
鬼
法
会
」
に
は
県
内
外
か
ら
の
参
拝

者
で
大
い
に
賑
わ
う
と
の
こ
と
。
こ
の
寺
は
見
事

な
欄
間
の
彫
刻
で
も
有
名
で
あ
る
⓰
。
こ
こ
か
ら

国
道
409
号
に
向
か
い
、
極
楽
寺
地
区
に
あ
る
三
社

神
社
を
目
指
す
。
畑
の
中
か
ら
三
社
神
社
の
第
一

鳥
居
が
“
顔
”
を
覗
か
す
⓱
。
こ
の
神
社
に
は
江

戸
時
代
の
農
作
業
の
過
程
を
描
い
た
絵
馬
が
奉
納

さ
れ
、
農
民
の
生
活
を
忠
実
に
描
写
し
て
い
る
こ

と
で
知
ら
れ
る
（
一
般
公
開
は
し
て
い
な
い
）。

　
三
社
神
社
を
後
に
再
び
国
道
へ
出
る
。
東
金
方

面
へ
向
か
う
途
中
に
以
前
「
と
き
め
き
」
で
紹
介

し
た
ポ
ラ
―
ノ
広
場
、「
水
飲
場
」
⓲
（
昭
和
7
年
、

地
元
の
方
が
通
行
人
へ
飲
料
水
の
提
供
）
に
て
水

分
補
給
、
そ
の
後
は
ひ
た
す
ら
南
下
し
滝
台
を
目

指
す
が
、こ
の
道
は
車
の
往
来
と
自
転
車
の
ス
ピ
ー

ド
が
出
易
い
と
こ
ろ
な
の
で
要
注
意
。
滝
台
交
差

点
に
着
く
な
り
、
本
道
を
外
れ
「
畜
産
セ
ン
タ
ー
」

の
乳
牛
を
眺
め
⓳
、
そ
の
傍
ら
に
あ
る
「
山
邊
郡

印
出
土
の
地
」
の
看
板
を
見
る
⓴
。
全
国
で
も
有

名
な
郡
印
（
8
世
紀
）
で
あ
り
、
現
物
は
佐
倉
市

に
あ
る
歴
史
民
俗
博
物
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

　
本
道
に
戻
り
、
次
の
信
号
で
国
道
409
号
に
別
れ

を
告
げ
、
県
道
301
号
（
東
金
山
田
線
）
へ
進
む
。

県
立
東
金
高
等
技
術
専
門
学
校
の
門
脇
で
暖
か
い

光
を
浴
び
て
輝
く
寒
桜
に
思
わ
ず
シ
ャ
ッ
タ
ー
㉑
。

そ
の
先
に
あ
る
御
成
街
道
の
看
板
㉒
を
読
み
、
唯

一
残
る
「
お
あ
し
坂
」
の
所
在
を
確
認
（
残
念
な

が
ら
自
転
車
で
は
通
れ
な
い
）。

　

と
こ
ろ
で
、
今
は
使
っ
て
い
な
い
「
山
武
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
」
の
周
辺
は
「
油
井
古
塚
原

古
墳
群
」
と
し
知
ら
れ
た
エ
リ
ア
で
あ
る
。
古
墳

時
代
は
こ
の
台
地
の
ほ
ぼ
全
面
に
古
墳
が
築
か
れ
、

山
邊
郡
で
は
重
要
な
場
所
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
直
線
の
本
道
か
ら
カ
ー
ブ
の
き
つ
い
下
り
坂（
コ

ン
レ
イ
坂
と
呼
ぶ
）
に
入
り
そ
の
勢
い
に
任
せ
て

ペ
ダ
ル
を
止
め
、
肌
を
切
る
風
を
感
じ
な
が
ら
一

気
に
く
だ
る
。
そ
し
て
右
側
歩
道
と
畑
の
境
に
申

し
訳
な
さ
そ
う
に
建
つ
道
標
の
先
の
小
路
に
入
る
。

細
い
曲
が
り
く
ね
っ
た
道
を
進
む
と
、や
が
て
「
お

あ
し
坂
」
の
下
口
の
近
く
に
出
る
。
こ
こ
か
ら
こ

の
坂
を
見
る
と
、
東
金
の
原
風
景
を
見
て
い
る
よ

う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。
い
つ
ま
で
も
残
し
た

い
自
然
で
あ
る
。

　
こ
こ
か
ら
大
豆
谷
の
集
落
を
縫
っ
て
走
る
道
に

入
る
㉓
。
バ
イ
パ
ス
な
ど
近
代
的
な
建
造
物
を
視

界
か
ら
消
し
去
る
と
、
こ
こ
は
山
裾
か
ら
広
が
る

田
園
風
景
、
陽
だ
ま
り
の
温
か
さ
を
感
じ
る
。
や

が
て
厳
島
神
社
に
辿
り
着
く
。
こ
の
神
社
は
江
戸

前
半
か
ら
続
く
「
日
吉
大
祭
」
の
御
旅
所
と
し
て

九
区
の
神
輿
が
集
ま
る
処
。
今
回
の
旅
の
安
全
を

願
っ
て
参
拝
、
新
た
な
気
持
ち
で
サ
ド
ル
を
跨
ぐ
。

そ
の
先
の
信
号
を
左
折
、
台
方
の
旧
道
に
入
り
、

い
よ
い
よ
ゴ
ー
ル
の
東
金
駅
に
向
け
ペ
ダ
ル
を
踏

む
足
に
力
が
入
る
。
途
中
、
火
正
神
社
前
の
家
康

来
訪
四
百
年
記
念
の
石
碑
「
御
成
橋
」
に
て
シ
ャ
ッ

タ
ー
㉔
。
そ
し
て
、
14
時
半
東
金
駅
に
無
事
到
着
、

走
行
距
離
31
・
4
㎞
。
因
み
に
消
費
カ
ロ
リ
ー
は

364　
kcal
で
あ
っ
た
。

　

到
着
後
、
一
気
に
空
腹
感
が
襲
う
。
近
く
の
食

堂
へ
行
き
、
今
日
の
反
省
？
と
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の

醍
醐
味
を
語
ら
い
、
冷
え
た
体
を
温
め
た
。

Ｂ
コ
ー
ス
（
田
園
ロ
ー
ド
）

　
日
を
改
め
、同
月
23
日
に
快
晴
の
も
と
「
Ｂ
コ
ー

「関東ふれあいの道」　八坂方面へ

火正神社前の「御成橋」碑

八坂神社「神使の牛」の鼻息が
聞こえる

本松寺の山門から覗く冬風景「東金御成街道」の看板
❽❿

㉔

⓫㉒

東金ぶどう郷　県下一のスケールを誇る「東金ぶどう郷」では、秋のシーズンになるとぶどう狩りが楽しめます。
巨峰やオンタリオなど10種類以上が栽培されています。またぶどう棚の下でバーベキューも楽しめます。
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【クリップボード　　】
山辺赤人：奈良時代
前期の官人・歌人。姓

（かばね）は山部宿
すく

禰
ね

。
三十六歌仙の一人、生
没年未詳。万葉集に長
歌十三首、短歌三十七
首を残し、その活動は
神亀元年（七二四）から
天平八年（七三六）。聖
武天皇に従駕し、諸国
を旅している。自然美
を詠じた歌が多い。後
世、柿本人麻呂ととも
に歌聖と仰がれた。
切られ与三郎：歌舞伎

「与話情浮名横櫛」（よ
はなさけうきなよこ
ぐし）がもと。与三郎
のモデル芳村伊三郎

（四代目）は清名幸谷
の紺屋の中村屋の二
男として寛政十二年

（一八〇〇）に生まれ、
名は中村大吉。「東金
ばやし」は五代目伊三
郎の長歌の影響を受
けた曲。芳村伊三郎
の名は江戸長唄の名
家で現代まで襲名さ
れている。なお「切ら
れ与三郎」の碑が東金
の最福寺にある（詳細
は『ときめき』第12号
に掲載）。

ス
」
を
強
行
し
た
。
午
前
10
時
、
今
度
は
東
金
駅

東
口
に
集
合
、
ま
ず
は
旧
東
金
病
院
前
の
交
差
点

を
目
指
し
て
出
発
し
た
が
偶
然
「
水
準
点
No
８
」

を
Ｎ
Ｔ
Ｔ
電
波
塔
近
く
の
公
園
に
て
発
見
㉕
。
こ

の
よ
う
な
発
見
は
な
に
か
得
し
た
よ
う
な
気
分
に

な
る
。
再
度
サ
ド
ル
を
跨
ぎ
寒
風
の
中
を
突
き
進

む
。
病
院
横
の
JR
東
金
線
を
跨
ぐ
陸
橋
へ
上
る
㉖

（
な
か
な
か
の
眺
望
）、見
慣
れ
た
国
道
126
号
を
走
っ

て
風
光
明
美
な
雄
蛇
ケ
池
へ
向
か
う
。
こ
の
池
は

サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
場
合
、
必
ず
立
ち
寄
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
観
光
地
で
あ
ろ
う
。
波
打
つ
湖
面
を

し
ば
し
見
な
が
ら
、
喉
を
潤
す
㉗
。

　
そ
こ
か
ら
少
し
下
っ
た
と
こ
ろ
に
「
宝
珠
山
法

光
寺
」
が
あ
る
。
こ
の
寺
は
江
戸
前
半
、
上
総
屈

指
の
大
寺
で
徳
川
家
光
か
ら
寺
領
を
賜
っ
た
と
い

う
。
ま
た
傍
に
鹿
渡
神
社
が
あ
り
、
ユ
ニ
ー
ク
な

鹿
が
鎮
座
し
て
い
る
㉘
。
し
ば
し
探
索
。
再
び
、

山
門
を
く
ぐ
り
、
田
ん
ぼ
の
一
画
に
あ
る

「
山

辺
赤
人
塚
」碑
に
レ
ン
ズ
を
向
け
る
㉙
。と
こ
ろ
で
、

こ
の
周
辺
に
遺
こ
る
山
口
と
福
俵
の
地
名
か
ら
も

窺
え
る
よ
う
に
米
産
地
の
中
心
を
な
し
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。
と
く
に
山
口
は
古
代
山
邊
の
中
心
地

で
あ
っ
た
。

　
こ
の
近
く
に
あ
る
常
安
寺
と
福
相
寺
を
見
て
回

り
、「
大
和
村
道
路
元
標
」
を
改
め
て
見
学
㉚
。
こ

の
道
路
元
標
が
Ｔ
字
路
に
あ
る
こ
と
は
昔
か
ら
大

切
な
道
路
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
先
の
山
口

児
童
遊
園
（
山
口
区
民
会
館
）
で
し
ば
し
休
憩
。

そ
し
て
山
の
裾
に
あ
る
海
潮
寺
を
訪
れ
た
が
、
こ

の
寺
は
10
年
以
上
前
か
ら
廃
寺
と
な
り
、
坂
下
の

建
屋
が
現
在
の
寺
で
以
前
は
由
緒
あ
る
寺
と
聞
く
。

　
本
道
に
戻
り
、
小
西
正
法
寺
を
目
指
し
て
進
む

途
中
、「
源
太
祠
」
を
発
見
㉛
。
碑
の
裏
面
に
は
そ

の
由
緒
書
き
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

歌
舞
伎
「
切
ら
れ
与
三
郎
」
に
出
て
く
る
お
富
（
茂

原
生
ま
れ
の
き
ち
が
モ
デ
ル
）
の
旦
那　

赤
間
源

左
衛
門
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
堀
畑
の
親
方
山
本
源

太
左
衛
門
が
こ
の
場
所
で
不
慮
の
最
後
を
遂
げ
た

と
の
こ
と
。
普
通
な
ら
素
通
り
す
る
と
こ
ろ
、
こ

れ
が
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
良
さ
で
も
あ
る
。
や
が
て

道
の
脇
に
隠
れ
る
よ
う
に
建
つ
「
関
東
ふ
れ
あ
い

の
道
」
の
道
標
を
過
ぎ
て
、
正
法
寺
に
辿
り
着
く
。

こ
の
寺
の
本
堂
は
東
金
御
殿
の
一
部
を
移
築
し
た

と
い
わ
れ
、
葵
の
紋
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
㉜
。
ま

た
本
寺
の
格
式
は
か
な
り
高
い
と
も
聞
く
。

　
正
法
寺
を
後
に
、
近
く
の
み
ど
り
が
丘
に
向
か

い
、
同
近
隣
公
園
と
大
網
小
学
校
の
間
の
道
を
進

み
、
Ｔ
字
路
を
右
折
し
て
日
枝
神
社
に
着
く
。
こ

こ
は
軽
く
ス
ル
ー
し
、
先
の
た
め
池
に
て
ペ
ダ
ル

を
止
め
た
㉝
。
な
ぜ
か
記
憶
の
あ
る
所
と
思
っ
た

ら
、
本
誌
71
号
の
散
歩
道
「
両
総
用
水
」
で
取
材

し
た
場
所
で
あ
る
。
懐
か
し
い
！

　
日
枝
神
社
か
ら
東
金
線
の
前
島
第
２
踏
切
㉞
迄

の
道
は
、
相
当
古
く
重
要
な
道
で
あ
っ
た
よ
う
に

思
え
る
。
今
度
機
会
が
あ
っ
た
ら
調
べ
て
み
よ
う
。

こ
こ
で
空
腹
に
は
勝
て
な
い
の
で
昼
食
を
と
る
。

走
行
距
離
15
・
8
㎞
、
13
時
。

　
食
事
後
（
14
時
）、
再
び
元
の
踏
切
に
戻
り
再
出

発
と
す
る
。
線
路
沿
い
の
道
を
進
み
、
福
俵
の
蛇

島
鹿
渡
神
社
に
着
く
。
そ
の
先
の
国
道
そ
ば
に
あ

る
門
は
、
東
金
御
殿
よ
り
移
築
し
た
門
と
言
わ
れ

て
い
る
が
確
か
で
は
な
い
。
道
路
反
対
側
に
あ
る

白
藤
山
本
龍
寺
の
「
火
の
見
櫓
」
㉟
（
今
で
は
数

少
な
い
代
物
）
を
撮
り
、
裏
道
を
抜
け
田
園
の
小

道
を
走
る
。
九
十
九
里
有
料
道
路
を
潜
っ
て
、
押

堀
の
最
教
寺
の
前
を
通
り
嶺
南
幼
稚
園
へ
㊱
、
そ

し
て
「
北
之
幸
谷
の
獅
子
舞
」
で
知
ら
れ
る
稲
荷

神
社
・
妙
徳
寺
を
通
過
し
た
と
こ
ろ
、
あ
る
食
堂

の
前
に
干
し
て
あ
っ
た
鰯
に
思
わ
ず
シ
ャ
ッ
タ
ー

㊲
、
そ
れ
か
ら
一
気
に
ペ
ダ
ル
全
開
で
砂
押
県
道

の
「
御み

狩か
り

橋ば
し
」
を
目
指
し
て
北
上
㊳
。
こ
の
橋
は

徳
川
家
の
「
鷹
狩
」
に
関
連
し
た
由
緒
あ
る
橋
で

あ
る
が
、
小
さ
な
橋
な
の
で
意
識
し
な
け
れ
ば
見

落
と
し
て
し
ま
う
。
こ
こ
に
は
15
時
に
着
き
冷
気

を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、「
み
の
り
の
郷
」

で
暖
を
と
る
こ
と
に
し
た
㊴
。
こ
の
時
は
ク
リ
ス

マ
ス
の
飾
り
が
や
た
ら
目
に
つ
き
、
世
間
の
楽
し

い
笑
顔
に
押
し
潰
さ
れ
そ
う
で
あ
っ
た
。「
と
き
め

き
隊
」
は
気
だ
け
若
い
の
で
あ
る
が
、
さ
す
が
に

疲
労
困
憊
で
自
然
と
無
口
に
な
る
。
十
分
休
憩
を

と
り
、
田
間
の
交
差
点
を
突
っ
切
り
、
東
小
学
校

の
先
を
左
折
、
日
が
沈
む
気
配
に
焦
り
を
感
じ
な

が
ら
、
第
2
保
育
所
・
宮
下
公
民
館
（
と
き
め
き

第
64
号
で
紹
介
し
た
「
古
道
」）
へ
と
最
後
の
力
を

振
り
絞
り
、
東
金
駅
に
無
事
到
着
し
た
。
16
時
着
、

走
行
距
離
28
・
5
㎞
。

　
我
ら
「
と
き
め
き
隊
」、
肌
を
刺
す
冬
風
に
も
負

け
ず
、
ひ
た
す
ら
ペ
ダ
ル
を
踏
ん
だ
二
日
間
。
こ

の
達
成
感
は
何
事
に
も
代
え
が
た
い
。
た
だ
何
気

な
く
通
っ
て
い
た
道
に
は
予
期
せ
ぬ
“
面
白
い
も

の
”
が
隠
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
見
つ
け
た
時
の
嬉

し
さ
と
さ
り
げ
無
い
優
越
感
、
そ
し
て
ち
っ
ぽ
け

な
満
足
に
浸
る
自
分
が
そ
こ
に
い
る
。

　

今
回
の
「
と
き
め
き
隊
」
の
メ
ン
バ
ー
は
、
石

渡
隊
員
、
白
鳥
隊
員
が
強
硬
部
隊
と
し
て
コ
ー
ス

を
探
索
し
て
く
れ
た
。
一
番
楽
を
し
た
の
は
編
集

部
の
私
（
青
木
）
で
あ
ろ
う
。
頭
が
下
が
る
思
い

で
あ
る
。
次
回
は
本
市
の
東
側
地
域
を
挑
戦
し
よ

う
と
考
え
て
お
り
、
皆
さ
ん
か
ら
の
多
く
の
情
報

を
期
待
し
た
い
。

水準点と陸橋から
望む東金線

垂れ目の鹿？何だよ！ポツリと佇む石碑と樹木クリスマスリースに負けない幟
㉕

㉖㉘㉙㊴

ひとりで悩まず相談しよう！青少年相談機関のご案内　家庭教育相談　☎0475-54-0
ナシナヤミ
783

東金市が委嘱したカウンセラーが月～金曜日に相談に応じています。いじめや不登校、子育てなど教育問題について電話、来室相談。
東金市役所別棟２階。受付は午前９時～午後４時です。 14



ひとりで悩まず相談しよう！青少年相談機関のご案内　山武郡市教育相談センター☎0475-54-0367
http://www.sanbukouiki-chiba.jp/（山武郡市広域行政組合）
電話相談・面接相談受付（月～土曜日、午前9時～午後4時）、適応指導教室［ハートフルさんぶ］（月～金曜日、午前9時～午後3時）※秘密は厳守します。

ニュースレター
城西国際大学から読者の方へ耳より情報をお届けします

城西国際大学　環境社会学部
―社会人学生募集のご案内―
　城西国際大学環境社会学部では、社会人としての多年にわたる
ご経験とご実績を踏まえ、今後の生涯学習や地域での社会活動、
新たな資格取得や知的な生活創造等、大学での学びを社会人の皆
様のそれぞれのキャリアライフに役立てていただけるように、本
学部では社会人学生のご入学を広く募集しています。
　長寿社会をよりアクティブに、より知的に過ごしていただく上
で、これからの「環境と社会」のあり様について、ご関心をお持
ちの方は、本学部での統合的視点に立った「環境の学び」にご参
画いただきたいと思います。

　社会人学生として、入学される場合には、これまでのご経験や
実績を考慮した入学料の免除、授業料の減免措置等財政負担の軽
減措置をご用意しています。また、日々のお仕事やライフスタイ
ルの違いに合わせて履修選択いただけるように、学部の専任教員
が柔軟なカリキュラム編成をお手伝いします。
　以下のようなことに関心のある方は、本学部への入学をご検討
いただきますようお願い申し上げます。
　(1) 定年後のキャリアアップとして、「環境」に関連した各種の

資格を取得して、スキルアップし、ビジネス分野に活かしたい。
　(2) 「環境問題」等について、大学での学び直しにより基礎的な

事項から実践力まで、能力の向上を図り、地域の環境保全活
動などに役立てたい。

　(3) 海外への留学等により、グローバルな視野に立って自らの
能力を高めたい。

　
　社会人入学にご関心のある方は、「社会人向けオープンキャン
パス」で学部の学びを是非、ご体験下さい。
　オープンキャンパスへの参加や具体的な入学制度について、詳
細は下記の「問合せ先」までお願いします。

大学近隣の早船地区で里山の保全活動を実施 社会人向けオープンキャンパスの状況
【お問合せ先】
城西国際大学 環境社会学部 学部事務室
☎0475-53-2150　E-mail : info-env@jiu.ac.jp

H27年度 城西国際大学
シニア・ウエルネス大学受講生募集

問い合わせ・申し込み
城西国際大学  生涯教育センター  シニア・ウエルネス担当
〒283-8555　千葉県東金市求名1番地
☎0475-55-7685
月曜日～金曜日 9:00～17：00（祝祭日除く）

社会人学生募集

プログラム概要

1年目 「健康・体力づくり基礎コース」　定員：30名（先着順）
2年目 「健康・体力づくり実践コース」　定員：30名（先着順）

講師
城西国際大学教員及び学外講師

　受講をご希望の方は、お問い合わせのうえ必ず次のいずれかの説明
会にご参加ください。
受講説明会
日程：1/31（土）・2/7（土）・2/28（土）
時間：13:20～

受講対象
通学可能な地域に在住する40歳～70歳までの方

実技
体力づくりの運動、誰でも楽しめるスポーツの実施

講義
健康・運動・栄養等についての講義

開講回数
合計26回（前期13回、後期13回）

開講曜日
指定された水曜日あるいは土曜日

開講時間
13：20～14：50（大学講義3時限目）
実習（学外）等は9：30～17：00で行います。
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ぼ
っ
ち
は
不
幸
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
し
、

楽
し
む
た
め
の
金
も
な
い
か
ら
な
あ
」

と
言
っ
た
。

　
三
人
目
は
佐
々
木
と
言
っ
た
。
佐
々

木
は
若
い
頃
体
を
壊
し
、
長
い
療
養
生

活
を
し
て
、
一
時
は
ホ
ー
ム
レ
ス
の
よ

う
な
生
活
を
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

旧
友
に
仕
事
を
世
話
し
て
貰
い
、
今
は

年
金
と
僅
か
な
蓄
え
で
暮
ら
し
て
い
る

と
い
う
。

「
幸
せ
を
感
じ
て
い
ま
す
か
」

と
聞
く
と
、

「
み
ん
な
に
助
け
ら
れ
て
、
最
後
は
こ

ん
な
い
い
部
屋
で
静
か
に
暮
ら
せ
る
ん

だ
か
ら
不
幸
だ
な
ん
て
言
っ
た
ら
罰
が

当
た
り
ま
す
よ
」

と
言
っ
て
微
笑
ん
だ
。

「
普
段
ど
ん
な
こ
と
を
さ
れ
て
い
る
ん

で
す
か
」

「
お
隣
さ
ん
と
は
よ
く
囲
碁
を
打
つ
し
、

新
聞
に
俳
句
を
投
稿
し
た
り
し
て
楽
し

い
よ
。
貯
金
も
身
寄
り
も
な
い
け
れ
ど
、

こ
れ
が
幸
せ
っ
て
や
つ
だ
ろ
う
な
」

と
答
え
た
。
佐
々
木
老
人
の
部
屋
に
は

小
さ
な
テ
レ
ビ
と
冷
蔵
庫
、
そ
し
て
エ

ア
コ
ン
が
あ
る
だ
け
で
、
他
に
は
何
も

置
い
て
な
か
っ
た
。
帰
り
が
け
に
、

「
幸
せ
な
ん
て
お
天
気
み
た
い
な
も
の

さ
。
雨
の
日
は
野
菜
が
育
つ
と
思
え
ば

い
い
し
、
晴
れ
た
ら
気
分
が
い
い
。
気

の
持
ち
よ
う
さ
」

と
言
っ
て
笑
っ
た
。

　
四
人
目
は
骨
董
商
だ
っ
た
竹
本
と
い

う
老
人
で
、
部
屋
に
は
今
も
多
く
の
骨

　
朝
男
は
言
葉
を
選
び
な
が
ら
話
し
出

し
た
。
す
る
と
麻
井
老
人
は
た
ば
こ
を

ふ
か
し
な
が
ら
こ
ん
な
話
を
し
だ
し
た
。

「
お
れ
は
商
売
の
才
覚
が
あ
っ
た
ん
で

い
ろ
い
ろ
や
っ
て
み
た
が
、
ど
う
も
時

代
に
背
か
れ
て
皆
数
年
で
店
を
た
た
む

こ
と
に
な
り
、
先
祖
か
ら
受
け
継
い
た

田
畑
は
お
ろ
か
家
屋
敷
ま
で
な
く
し
て

し
ま
っ
た
。
五
十
過
ぎ
て
か
ら
会
社
勤

め
を
し
、
今
は
ど
う
に
か
こ
の
ア
パ
ー

ト
で
暮
ら
し
て
い
る
の
さ
。
い
わ
ば
わ

し
は
不
幸
の
見
本
の
よ
う
な
も
の
だ
」

「
結
婚
は
さ
れ
た
ん
で
す
か
」

「
女
房
子
ど
も
を
借
金
取
り
か
ら
遠
ざ

け
る
た
め
離
婚
の
形
を
と
っ
て
今
も
そ

の
ま
ま
だ
。
女
房
は
復
縁
し
よ
う
っ
て

言
っ
て
い
る
が
い
ま
さ
ら
な
あ
」

「
そ
れ
で
麻
井
さ
ん
に
と
っ
て
幸
せ
っ

て
何
で
す
か
」

「
そ
り
ゃ
あ
事
業
が
成
功
し
た
と
き
だ

ろ
う
よ
。
い
や
、
な
ま
じ
才
能
の
無
い

こ
と
が
幸
せ
か
も
な
」

そ
う
言
っ
て
高
ら
か
に
笑
っ
た
。

　
二
人
目
の
老
人
蒲
田
は
や
や
暗
い
男

だ
っ
た
。
同
じ
よ
う
に
朝
男
が
質
問
す

る
と
、

「
わ
し
は
町
工
場
に
勤
め
て
、
気
が
付

い
た
ら
も
う
こ
ん
な
歳
だ
っ
た
。
女
房

と
二
人
で
働
い
て
ど
う
に
か
一
人
息
子

を
育
て
た
が
、
女
房
は
三
年
前
に
死
ん

で
、
倅
は
嫁
を
貰
っ
た
ら
寄
り
つ
き
も

し
な
い
。
お
れ
の
人
生
っ
て
何
だ
っ
た

の
か
と
思
う
よ
」

「
今
は
幸
せ
を
感
じ
ま
す
か
」
「
独
り

　
朝
男
は
大
学
の
卒
業
論
文
で
『
幸
せ

の
定
義
』
に
つ
い
て
書
く
こ
と
に
し
た
。

手
始
め
に
友
人
の
考
え
を
聞
こ
う
と
す

る
と
、

「
俺
み
た
い
な
若
い
奴
じ
ゃ
な
く
、
俺

の
親
爺
が
持
っ
て
い
る
ア
パ
ー
ト
に
四

人
の
年
寄
り
が
い
る
か
ら
聞
い
て
み
ろ

よ
」
と
言
わ
れ
、
ア
パ
ー
ト
に
出
か
け

る
こ
と
に
し
た
。

　
一
人
目
は
こ
ぎ
れ
い
な
格
好
の
老
人

だ
っ
た
。
朝
男
は
、
自
分
は
大
家
の
知

り
合
い
だ
と
言
う
と
、
快
く
部
屋
に
通

さ
れ
た
。

「
僕
は
心
理
学
の
勉
強
を
し
て
い
る
学

生
で
、
卒
論
に
、
何
が
人
を
幸
不
幸
に

思
わ
せ
る
の
か
を
研
究
し
て
い
る
ん
で

す
。
そ
こ
で
人
生
経
験
の
豊
か
な
麻
井

さ
ん
に
ご
自
分
の
人
生
を
振
り
返
っ
て

ど
こ
が
ど
う
幸
せ
だ
っ
た
か
お
話
し
い

た
だ
き
た
い
の
で
す
が
」

董
が
散
ら
ば
っ
て
い
た
。

「
す
ご
い
お
宝
で
す
ね
。
テ
レ
ビ
の
鑑

定
番
組
に
出
た
ら
ど
う
で
す
か
」

世
辞
の
つ
も
り
で
言
う
と
、

「
あ
の
鑑
定
士
は
俺
が
教
え
て
や
っ
た

こ
と
が
あ
る
」

と
、
得
意
そ
う
に
言
っ
た
。

「
お
宝
に
囲
ま
れ
て
竹
本
さ
ん
は
幸
せ

で
す
ね
」

朝
男
が
言
う
と
目
を
つ
り
上
げ
、

「
何
が
幸
せ
だ
。
親
爺
の
代
に
は
も
っ

と
値
打
ち
品
が
あ
っ
た
が
先
の
戦
争
で

全
部
焼
け
、
戦
後
は
た
ち
の
悪
い
偽
物

が
は
び
こ
っ
て
俺
も
訴
え
ら
れ
た
よ
。

俺
も
ち
ょ
っ
と
あ
く
ど
い
こ
と
し
た
か

ら
金
は
あ
る
さ
。
だ
か
ら
金
を
狙
う
よ

う
な
友
達
も
家
族
も
い
ら
な
い
の
さ
」

「
お
金
持
ち
な
ら
幸
せ
な
ん
で
し
ょ
」

「
金
が
あ
れ
ば
幸
せ
と
は
限
ら
ん
さ
。

わ
し
が
死
ん
だ
ら
こ
の
金
が
ど
う
な
る

の
か
、
そ
れ
を
考
え
る
と
死
ぬ
に
死
ね

な
い
。
他
人
に
寄
付
す
る
の
も
馬
鹿
馬

鹿
し
い
し
」
そ
う
言
っ
て
苦
笑
い
を
し
、

朝
男
か
ら
た
ば
こ
を
貰
っ
て
火
を
付
け

た
。

　
朝
男
は
四
人
の
老
人
か
ら
話
を
聞
き
、

幸
せ
を
ど
う
定
義
す
れ
ば
良
い
か
分
か

ら
な
く
な
っ
た
。
金
が
あ
っ
て
も
不
安

だ
っ
た
り
金
が
な
く
と
も
幸
せ
を
感
じ

て
い
る
人
も
い
る
。
幸
せ
と
は
何
だ
ろ

う
。
そ
う
呟
い
た
と
き
『
幸
不
幸
は
気

の
持
ち
よ
う
さ
』
と
言
っ
た
佐
々
木
老

人
の
声
が
、
朝
男
の
耳
に
蘇
っ
て
く
る

の
だ
っ
た
。

ときめきリーフノベル

幸せの定義 
文・高安義郎　絵・芝　章一

リーフノベルとは…
原稿用紙４枚分、つまり 1600 字以内に納める超短編小
説で、新しいジャンルです。あなたも挑戦してみませんか。

ひとりで悩まず相談しよう！青少年相談機関のご案内　ヤングテレホン☎0120-7
ナ ヤ ミ
83-4

ヨクナル
97

http://www.police.pref.chiba.jp/window/center_act/（千葉県警察少年センター）
非行や虐待についての相談に応じています。受付は月～金曜日の午前9時～午後5時です。 16



　
日
本
の
最
古
の
歌
集「
万
葉
集
」に
は
恋

の
歌
が
多
く
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

ら
の
作
品
を
目
に
す
る
と
き
、
時
代
背
景

は
違
っ
て
い
て
も
人
を
恋
う
る
感
情
は
何

ら
変
わ
る
こ
と
な
い
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ

ま
す
。
現
代
に
お
い
て
も
人
を
恋
う
る
想

い
は
文
学
、
絵
画
、
映
画
、
そ
し
て
音
楽

等
の
芸
術
作
品
と
し
て
生
み
出
さ
れ
、
喜

び
や
悲
し
み
等
の
感
動
を
私
た
ち
に
伝
え

て
く
れ
て
い
ま
す
。
ふ
と
、
日
常
の
営
み

の
中
で
そ
の
感
動
を
思
い
起
こ
せ
る
な
ら

ば
至
福
の
喜
び
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
紹
介
す
る
詩
作
品
は
失
っ
た
恋
心

を
巧
み
な
言
葉
で
表
現
し
た
作
品
で
す
。

　
作
者
の
荒
井
愛
子
さ
ん
は
一
九
三
七
年

千
葉
県
銚
子
市
に
生
ま
れ
十
代
か
ら
詩
を

書
い
て
お
ら
れ
ま
す
。
現
在
日
本
詩
人
ク

ラ
ブ
会
員
、
千
葉
県
詩
人
ク
ラ
ブ
会
員
で

す
。
主
な
著
書
に
は
詩
集
「
昼
の
童
女
」、

女
人
風
土
記
「
房
総
の
女
」等
が
あ
り
、現

在
は「
詩
劇
」の
ジ
ャ
ン
ル
に
も
挑
戦
し
て

お
ら
れ
ま
す
。

　
ま
ず
、
詩
の
題
名
の
長
さ
に
驚
き
ま
す
。

「
往
っ
た
人
を
来
た
と
　
泣
い
た
人
を
ほ

ほ
え
ん
だ
と
」こ
の
題
名
か
ら
は
別
れ
て

い
っ
た
人
に
今
で
も
続
く
恋
心
を
ひ
た
む

き
に
捉
え
、
作
者
の
う
つ
ろ
に
な
っ
た
心

を
表
現
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
の
題
名

か
ら
は
、
直
接
的
な
哀
し
み
は
伺
え
ま
せ

ん
。
む
し
ろ
、
ぼ
ん
や
り
し
た
哀
し
い
輪

郭
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
そ
し
て
哀

し
い
雰
囲
気
を
一
種
の
空
気
感
の
よ
う
な

も
の
と
し
て
捉
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
独

特
な
表
現
方
法
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
何

か
、
日
本
画
家
「
菱
田
春
草
」の
「
朦
朧

体
」（
も
う
ろ
う
た
い
）の
世
界
に
似
て
い

る
と
思
え
ま
し
た
。
春
草
は
日
本
画
を
線

で
描
く
の
で
は
な
く
色
彩
の
ぼ
か
し
で
空

気
感
を
表
現
で
き
な
い
か
と
実
験
を
重
ね
、

世
に
言
う「
朦
朧
体
」を
試
み
た
日
本
画
家

で
す
。
荒
井
さ
ん
の
こ
の
詩
は
言
葉
で
朦

朧
体
の
世
界
を
表
現
し
て
い
る
と
思
え
る

の
で
す
。

　
一
連
二
連
か
ら
は
別
れ
て
い
っ
た
人
へ

の
思
い
を
遠
い
風
景
を
見
る
よ
う
に
思
い

出
し
て
い
ま
す
。
作
者
に
と
っ
て
去
っ
た

人
は
通
り
す
が
り
の
人
で
あ
っ
た
と
考
え

よ
う
と
し
ま
す
が
、
作
者
は
拭
い
き
れ
な

い
心
の
哀
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の

心
の
内
を
群
青
色
と
い
う
色
彩
で
哀
し
さ

を
表
し
て
い
ま
す
。

　
三
連
の
「
な
ぜ
言
葉
を
惜
し
ん
だ
の
だ

と
」の
行
に
は
、去
っ
た
人
と
の
交
わ
り
を

後
悔
に
も
似
た
心
で
思
い
出
し
て
い
る
よ

う
で
す
。
作
者
は
自
ら
の
心
模
様
を
直
接

的
な
言
葉
で
表
現
す
る
こ
と
な
く
、
哀
し

さ
の
雰
囲
気
を
表
現
し
て
い
ま
す
。「
樹
々

に
溶
け
て
空
を
の
ぼ
り
つ
め
る
女
の
頬

に
」と
、思
い
出
の
花
な
の
で
し
ょ
う
か
夏

に
咲
く
芙
蓉
の
花
の
鮮
や
か
な
幻
想
は
殺

風
景
な
作
者
の
心
に
対
比
し
て
哀
し
さ
を

募
ら
せ
て
い
ま
す
。
　

　
四
連
五
連
か
ら
は
恋
し
い
思
い
が
夢
想

と
な
り
苦
し
さ
と
甘
さ
が
交
差
し
て
い
く

さ
ま
が
伺
え
ま
す
。
し
か
し
、
現
実
的
に

繫
が
ら
な
い
二
人
の
距
離
感
を
作
者
は
気

づ
い
て
い
ま
す
。
　
　
　
　

　
終
連
で
は
作
者
の
心
が
冬
景
色
の
様
な

現
実
を
「
ひ
び
わ
れ
た
唇
か
ら
」「
は
げ

落
ち
た
化
粧
の
は
だ
か
ら
」と
女
性
ら
し

い
感
性
で
巧
み
に
捉
え
、
心
の
深
く
に
沈

ん
で
い
る
哀
し
い
情
感
を
表
現
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
思
い
出
は
消
え
去
っ

て
い
く
も
の
と
作
者
は
感
じ
て
い
ま
す
が
、

移
り
ゆ
く
季
節
の
中
で
作
者
は
「
往
っ
た

人
を
来
た
と
　
泣
い
た
人
を
ほ
ほ
え
ん
だ

と
」そ
の
思
い
を
心
に
閉
じ
込
め
歩
も
う

と
し
て
い
ま
す
。
作
者
の
優
し
さ
が
余
韻

と
な
っ
て
哀
し
く
も
美
し
く
感
じ
ら
れ
る

作
品
だ
と
思
い
ま
す
。

往
っ
た
人
を
来
た
と

　
　
泣
い
た
人
を
ほ
ほ
え
ん
だ
と

	

荒
井
　
愛
子

行
っ
て
し
ま
う
こ
と
を

哀
し
み
な
が
ら

な
お
風
景
を
遠
く

見
入
っ
た
ま
ま
の
ま
な
ざ
し
に

光
を
透
か
し
て
い
る
硝
子
だ
と

思
っ
て
し
ま
っ
た
人
の
影
を

焚
火
の
中
に
く
べ
て
い
る

女
の
胸
は
群
青
色
だ
っ
た
　

な
ぜ
言
葉
を
惜
し
ん
だ
の
だ
と

責
め
る
人
の
去
っ
た
庭
園
に

長
い
髪
の
か
げ
を
映
し
て
は

樹
々
に
溶
け
て
空
を
の
ぼ
り
つ
め
る
女
の
頬
に
　

つ
か
の
ま
芙
蓉
の
花
が
ゆ
れ
た

と
ん
で
逃
れ
て
疲
れ
た
と
き

雲
に
な
っ
て
あ
ふ
れ
て
く
る

そ
の
人
の
手
の
く
ぼ
み
で
ね
む
り
た
い
と

ね
が
う
心
と

し
ま
う
い
の
ち
と

伝
え
る
こ
と
ば
と

な
に
も
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た
女
の
眼

ひ
び
わ
れ
た
唇
か
ら

は
げ
落
ち
た
化
粧
の
肌
か
ら

華
麗
な
ま
ぼ
ろ
し
は
た
ち
の
ぼ
り

女
の
冷
え
た
風
景
を
装
っ
た

　
　
　
（
詩
集
　
昼
の
童
女
）
よ
り

ポエムの窓
文・高安ミツ子

A window of a poem

ひとりで悩まず相談しよう！青少年相談機関のご案内　子ども家庭110番☎043-252-1152
http://www.pref.chiba.jp/dailylife/lifeinfo/soudan/soudan01.html（千葉県各種相談窓口＜こども＞）
千葉県の運営する相談機関です。平日は午前9時～午後8時、休日は午前9時～午後5時に受付しています。児童虐待相談は24時間・365日受け付けてます。17



■各事業とも共通しているもの
　①応募方法：電話でのお申込み(先着順)　　県立東金青年の家(☎0475-54-1301)
　②受付開始時期：広報誌に掲載されてから、実施日3日前まで。
　③料金支払い方法：受付時に現金での支払い。キャンセル料はなし。
　④事業の詳細は、お申し込の際にご案内します。また、一部内容の変更を行う場合があります。
　⑤受付会場：千葉県立東金青年の家

※『東金市地域産業ネットワーク』ホームページ（http://www.togane-sangyo.net/）で活動の様子なども紹介しておりますので、ぜひご覧ください。

ひとりで悩まず相談しよう！青少年相談機関のご案内　千葉県環境生活部県民生活課☎043-223-2330
他にも相談を受けている機関はいろいろありますが、どこへ相談や問合せをしたらよいかわからないときは千葉県環境生活部県民生活課まで

平成26年度

県立東金青年の家 主催事業　3月

お申し込み・お問い合わせ　千葉県立東金青年の家　☎0475-54-1301　http://tougane-youth.jp/
※会場は全て県立東金青年の家です。詳細は、お申し込みの際にご案内いたします。

開催月日 曜日 時間 事業名 事業概要 対象 人数 参加料金

3月1日 日 10：00～
15：00 東青・青年ふれあいのつどい 火起こし体験、ピザ作り、

BBQ、ゲーム等
20歳～40歳までの

独身男女 40名 1名
1,000円

3月8日 日 10：00～
15：00 石窯料理のつどい 石窯を使ったパンづくり 小学生と保護者 25名 1組

800円

3月15日 日 10：00～
15：00 東青・春のフェスティバル

青年の家利用団体、地域の方々
の協力による交流と体験のフェ
スティバル

制限なし なし 無料

3月15日 日 11：00～
16：00 東青・バンドフェスティバル アマチュアバンドの野外演奏会 制限なし なし 無料

｢東金・田んぼの学校｣参加者・｢東金・市民農園｣利用者募集
平　成　27　年　度

東金市外の方も大歓迎！

東金・田んぼの学校 東金・市民農園
農家の方の指導によりできるだけ農薬や機械を
使わないお米作りに挑戦してみませんか。

農家の方に教わりながら、
有機・減農薬の野菜づくりを楽しみませんか。

●期間
　4月～ 10月　入学式、田植え、草取り、稲刈り、
　収穫祭（修了式）
　※作業は毎月１回、土曜日の午前中を予定
●費用
　１組につき20,000円
　（苗代・肥料代・乾燥調整代・保険料・指導料）
　※ 収穫されたお米は、参加者にお分けします。

（但し30kg上限）

●期間
　4月～ 3月まで、栽培指導あり
●区画
　1区画あたり約30㎡
　（複数区画の利用も可）
●費用
　1区画につき、5,000円

【受付期間】　平成27年2月2日（月）～3月2日（月）
【問合せ・申し込み】
　下記まで「代表者の氏名・住所・電話番号」をご連絡ください。後ほど申込書及び資料をお送りいたします。
　東金農業いきいきプラン実行委員会事務局（東金市役所産業振興課内）
　Tel　0475–50–1137　　Fax　0475–50–1297　　E-mail  sangyo@city.togane.lg.jp
※『東金市地域産業ネットワーク』ホームページ（http://www.togane-sangyo.net/）で活動の様子なども紹介しておりますので、ぜひご覧ください。
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人
公
の
絵
本
を
い
ろ
い
ろ
出
し
て
い
て
、

そ
の
ナ
ン
セ
ン
ス
さ
に
私
は
今
は・

ま・

っ・

て・

い
る
ん
で
す
。『
ち
く
わ
の
わ
ー
さ

ん
』、『
う
ど
ん
の
う
ー
や
ん
』、『
こ
ん

ぶ
の
ぶ
ー
さ
ん
』と
、題
名
を
聞
い
た
だ

け
で
も
お
も
し
ろ
そ
う
で
し
ょ
？　
朝

の
本
読
み
で
も
大
人
気
で
す
。
関
西
弁

な
の
も
お
話
に
ぴ
っ
た
り
で
、
い
い
味

を
出
し
て
い
ま
す
。

　
と
い
う
わ
け
で
、
今
回
は
ち
ょ
っ
と

変
わ
っ
た
ゆ
か
い
な
本
た
ち
を
紹
介
し

ま
し
た
。

め
だ
ま
や
き
・
ゆ
で
た
ま
ご
の
た
ま
ご

三
兄
弟
、
い
と
こ
ん
に
ゃ
く
と
は
る
さ

め
と
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
―
は
ラ
イ
バ
ル
意

識
む
き
だ
し
の
デ
ッ
ド
ヒ
ー
ト
を
く
り

ひ
ろ
げ
、
納
豆
は
ね
ば
ね
ば
が
災
い
し

て
ち
ょ
っ
と
遅
れ
気
味
、
コ
ロ
ッ
ケ
と

接
触
し
て
、
足
を
ひ
っ
ぱ
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
な
か
ま
ど
う
し
で
も
め
て
い
る

の
は
、
し
お
サ
バ
、
ブ
リ
の
て
り
や
き
、

し
お
ザ
ケ
、
イ
ワ
シ
の
し
お
や
き
の
焼

き
魚
た
ち
。か
と
思
う
と
、後
ろ
の
ほ
う

で
は
た
い
や
き
、ド
ー
ナ
ツ
、せ
ん
べ
い

な
ど
の
お
や
つ
や
、
お
か
ず
の
親
の
野

菜
た
ち
も
飛
び
入
り
参
加
し
て
、
も
う

大
さ
わ
ぎ
で
す
。
先
頭
グ
ル
ー
プ
に
ネ

コ
が
乱
入
し
た
り
、
途
中
で
雨
が
降
り

出
し
た
り
し
て
、
大
混
乱
の
レ
ー
ス
を

制
す
る
の
は
だ
れ
な
の
か
！　
ト
ッ
プ

で
ゴ
ー
ル
し
た
の
は
、
な
ん
と
雨
で
す

べ
り
が
よ
く
な
り
挽
回
し
た
納
豆
だ
っ

た
の
で
す
。

　
岡
田
よ
し
た
か
さ
ん
は
食
べ
物
が
主

が
激
し
く
て
、
ち
ょ
っ
と
危
険
だ
っ
た

ん
で
す
け
ど
ね
。
さ
て
、
こ
の
本
の
な

か
で
紅
白
の
お
ま
ん
じ
ゅ
う（
？
）に
押

さ
れ
る
の
は
、
ま
ず
は
ふ
つ
う
の
お
ま

ん
じ
ゅ
う
。
で
も
ぎ
ゅ
ー
ぎ
ゅ
ー
押
さ

れ
て
、
泣
い
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
ほ

か
に
は
、
こ
ん
に
ゃ
く
と
か
、
納
豆
！

と
か
、
ゆ
ー
れ
い
と
か
。
ゆ
ー
れ
い
は

ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー
押
さ
れ
て
、
お
か
え
し

に「
ま
ん
じ
ゅ
う
だ
い
す
き
！
」と
ふ
た

り
を
食
べ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
も
…
…
。

　
「
お
し
く
ら
な・

っ・

と・

う・

」を
や
っ
た
ら
、

ね
っ
ば
～
っ
と
く
っ
つ
い
て
し
ま
う
の

は
目
に
見
え
て
ま
す
よ
ね
。
そ
の
納
豆

が
活
躍
す
る
の
が
、
岡
田
よ
し
た
か
作

『
特
急
お
べ
ん
と
う
号
』の
な
か
の
一
話

「
全
日
本
お
べ
ん
と
う
マ
ラ
ソ
ン
」で
す
。

か
た
く
り
川
河
川
敷
で
、
お
べ
ん
と
う

の
お
か
ず
や
ご
は
ん
た
ち
に
よ
る
世
界

初
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開
か
れ
ま
す
。

選
手
は
お
に
ぎ
り
、
巻
き
ず
し
、
煮
し

め
に
メ
ザ
シ
、先
を
争
う
た
ま
ご
や
き・

い
さ
ん
は
、
ほ
か
に
も
「
ま
く
ら
の
せ

ん
に
ん
」シ
リ
ー
ズ
で
、ま
く
ら
と
ふ
と

ん
の
楽
し
い
お
話
を
書
い
て
い
る
の
で
、

合
わ
せ
て
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　
同
じ
か
が
く
い
ひ
ろ
し
さ
ん
の
絵
本

で
、
や
は
り
寒
い
と
き
に
ぴ
っ
た
り
な

の
が
『
お
し
く
ら
・
ま
ん
じ
ゅ
う
』で

す
。「
お
し
く
ら
ま
ん
じ
ゅ
う
、お
さ
れ

て
泣
く
な
」っ
て
、や
っ
た
こ
と
あ
り
ま

す
か
？　
あ
っ
た
ま
る
ん
で
す
よ
。
私

ご
と
で
す
が
、
中
学
の
こ
ろ
、
こ
れ
が

ク
ラ
ス
で
大
は
や
り
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
中
学
生
で
す
か
ら
、
や
り
方

　
暦
の
上
で
は
春
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ

寒
い
日
が
続
き
ま
す
。
風
邪
を
ひ
か
な

い
よ
う
に
、
ち
ゃ
ん
と
お
ふ
と
ん
か
け

て
寝
て
ま
す
か
？　
…
…
と
い
う
絵
本

が
こ
れ
、
か
が
く
い
ひ
ろ
し
作
『
お
ふ

と
ん
か
け
た
ら
』で
す
。
た・

こ・

さ
ん
や

あ・

り・

さ
ん
は
ま
だ
わ
か
り
ま
す
が
、
ソ

フ
ト
ク
リ
ー
ム
さ
ん
や
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
さ
ん
、
ま・

め・

さ
ん
が
お
ふ
と

ん
か
け
た
ら
、
い
っ
た
い
ど
う
な
る
ん

で
し
ょ
う
？　
最
後
は
お
ふ
と
ん
さ
ん

と
ま
く
ら
さ
ん
が
お
ふ
と
ん
か
け
た
ら

…
…
、
ぬ
～
く
ぬ
く
。
ね
！　
か
が
く

Bookcases of children

『おふとんかけたら』　
かがくいひろし　　ブロンズ新社

『おしくら・まんじゅう』　
かがくいひろし　　ブロンズ新社

『ちくわのわーさん』　　
岡田よしたか　　ブロンズ新社

『特急おべんとう号』　
岡田よしたか　　福音館書店

『うどんのうーやん』　　
岡田よしたか　ブロンズ新社

『こんぶのぶーさん』　　
岡田よしたか　ブロンズ新社

桜ヶ池

レイクサイド歯科

スーパーカワグチ

↑ときがね湖方面

（事務局）
たんぽぽ文庫

丸山公園丸山公園

黒田公園

東
が
丘
会
館

※ここで紹介する本は、たんぽぽ文庫や東金図書
館で借りられます。たんぽぽ文庫は日吉台の東が丘
会館で、毎週金曜日３時から開いています。
☎ 0475-52-1983 佐藤　☎ 0475-54-1620 福島

た
ん
ぽ
ぽ
文
庫

佐藤真理

50

ど
子

も
の

本

箱

佐藤真理さんの『よってって　きいてって　おはなしライブ』　☎0475-53-3615　みのりの郷東金
http://minorinosato-togane.com
東金マルシェ内情報発信コーナー（入場無料）　毎週月曜日10時30分～ 11時まで

｢東金・田んぼの学校｣参加者・｢東金・市民農園｣利用者募集
平　成　27　年　度

東金市外の方も大歓迎！
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From Inside

イベント情報
　イベント＆タウン情報をいつも楽しみにして
います。東金市に住んで 3年になりますが、知
らないイベントもあり、どこに出掛けようか考
えをめぐらせています。　　（下武射田　竹内）

　身近な情報誌として、いつも発刊を楽しみに
しています。ページ下のイベント情報は参考に
して義母と一緒に出掛けています。東金アリー
ナ教室に興味があり、練習時の写真や参加者の
一言コメント等を掲載して頂けると参考になり
ます。ご検討よろしくお願いします。　　

（川場　佐久間）
▶貴重なご意見ありがとうございます。早速、東金
アリーナのホームページに反映できるよう頑張って
みます。

散歩道
　「山武にのこした文人たち」興味深く拝読い
たしました。特に蕨眞について、私にも思い出
がありましたので懐かしさが重なりました。か
つて睦岡小学校に勤めていた頃、卒業学年の担
任として、子どもたちとともに地域の歌人　蕨
眞について調べたことがありました。
“今育つ　盛り青

お の こ

年は立ち競う　
　　　真杉と二つ　生き生きしもよ”
すっくと育つ山武杉と子等の育ちを重ねた歌、
今も私の心に残っています。三十年も昔のこと
ですが。　　　　　　　　　　　（求名　戸村）

　久しぶりに帰省し御誌を拝読させて頂きまし
た。山武にゆかりのある人々、特に文人の方々
との交遊、大変興味深く読ませて頂き、東金高
校へ自転車通学し学んだ日々を懐かしく思い出
し大変感激致しました。これからも機会があり
ましたら、ぜひ読ませて頂きたいと思います。

（船橋市　徳武）

　中西薬局は子供の頃からの洋風の建物で今も
変わらぬたたずまいの様子で懐かしく通り過ぎ
る事もしばしばです。多くの文人達と交遊され

ていた事は知っていましたが今回の貴誌でとて
も詳しく載っていて、今迄に知らなかった方々
との交遊を知り、とても勉強になりました。郷
土の誇りです。　　　　　（大網白里市　中村）

　山武に思いを馳せた文人名が載っていました
が、そうそうたる顔ぶれですね。その中の徳富
蘆花が伊香保にいて「不如帰」を書いたと言う
旅館のお部屋に泊まった事があります。しみじ
みその時代に思いを馳せましたが、九十九里に
も深いつながりがあると言う事で少し身近に感
じられました。　　　　　　（日吉台　五十嵐）

リーフノベル『アコーディオン』
　初めて拝見しましたが、さまざまな催し物の
紹介、名所旧跡の紹介など、東金の面白さが伝
わってくるような内容でした。気になったのは、
ときめきリーフノベルのコーナーです。差し支
えなければ、私も何か書いて応募したいのです
が、こうした応募は可能でしょうか。次回も楽
しみにしております。編集のお仕事、がんばっ
てください。　　　　　　　　（東岩崎　岩井）
▼応募は可能です。執筆者の高安先生と話し合いに
なります。短編小説（1,600 字以内）ですが、挑戦
してみてください。

ポエムの窓『日本の秋』
　この誌では秋を女神様に置き換えて、淋しい
場所を明るくしたり楽しく感じさせたり、また
老いて行く花や落葉に光を当てて可愛い物に変
化させたりと、物悲しさのある秋を鮮やかな色
合いと爽やかな空間へといざなっています。深
まる恵みの秋をもっと楽しみたくなりました。
　　　　　　　　　　　　　（日吉台　五十嵐）

子どもの本箱
　以前はよく手にできる所にあったのですが、
この頃はなかなか手に入らず久しぶりに手にし
ました。内容が詰まっていて楽しいのでつい手
にしてしまいます。今回は図書館に子供と行っ
たので「本」のことを一緒に読みました。同じ

本がなかったのですが「あったら見たいネ」と
会話もはずみました。また手に入ったら、いろ
いろと参考にさせて頂きます。

（大網白里市　後藤）

感想
　地域に密着した情報が盛り込まれているの
は、とても良い試みだと思います。一ページ、
一行も無駄なく作られているのもいいです。新
設して頂きたいコーナーというか、企画があり
ます。「私のおすすめ」という感じのもので、
人でも店でも物でも本でも物質でなくても何で
も良いですから、読者が皆様に知らせたい、知っ
てほしいこと・もの・人を発表（紹介）するミ
ニコーナーが欲しいです。地域に止まらず世界、
過去・未来からの情報でもいいと思います。斬
新なものを！　　　　　　　　（南上宿　古山）
▼市民に役に立つ情報は常に受け付けています。営
利的なものは難しいですが、もし面白い“モノ”が
見つかりましたらメールください。

　今回初めて「ときめき」に出会いました。普段、
他の市の情報誌にあまり見られないので良かっ
たです。歴史やイベントも載っていて、そして
大学へは他市の方も参加できると、いいですね。
これからも楽しみにしています。

（八街市　遠藤）
▼参加したいイベント・教室が見つかりましたら、
まずは連絡を！他市の方でも参加できる場合があり
ますので。

　ある統計機関が5年ごとに行っ 
ているアンケートで今回初めて

「他人の役に立ちたい」（45％）
が「自分のことだけに気を配る」

（42％）を上回ったとのこと。お
そらく震災、洪水、土砂崩れ等の災害を目の当た
りにして、対岸の火事ではなくなったのであろう。
人を助けること、社会に貢献することは自分を活
かし磨くとともに“素晴しい国”への必須条件かも
しれない。このことを誰もが考える社会になること
を望む。▼自分は何ができるか、と考えたが一向に
浮かばない。とりあえず身の回りのゴミを拾うこと
にしよう。塵も積もれば山となる？

　『ときめき　春号』編集部は、1
月の「成人式」の準備と原稿の締
め切りが同時進行で、しっちゃ 
かめっちゃかとなっておりま
す。確か、去年の秋号の時もて

んてこ舞いをしていて、今年も進歩のない新年の
幕開きとなりました。この原稿を書いているのも成
人式が終わってちょっとひと息の締め切り間際で
す。今年の成人式はお天気にも恵まれ、トッチーも
参加しての和やかな式となりました。ご協力いただ
きました実行委員の皆様ありがとうございました。
　今年は「未年」、皆様にとってすばらしい年とな
るようお祈りいたします。

　前号「ちょっと気になる街角」
に、「今のサンピアの場所にあっ
たという東金小学校」のシャチ
ホコを紹介しましたが、実際は、
岩崎天神社脇にあった「旧東金
小学校」校舎の屋根上にあった

ものでした。訂正します。
　先述した岩崎天神社は、旧道にある湖月堂付近
にありました。シャチホコが屋根にある建物という
と、ついお城を浮かべてしまいますが、「旧東金小
学校」の校舎は、近代的でモダンなものだったそう
です。

稗 田青 木

読者のひろばときめき

【読者の皆様へ】
　このコーナーでは、読者の皆様からの投稿を
お待ちしています。楽しい日常の出来事、イラス
トやスナップ写真、そして新企画のアイディアや
情報の提供など、編集部までどしどしお寄せく
ださい。
　また、本誌へのご意見ご要望などもお待ち
しています。（ときめき編集部）

鑓田

次号（Vol.77）号は平成27年6月上旬発行予定です。区内回覧でもご覧いただけますが、
確実に入手されたい方は、市役所受付または生涯学習課（市役所4階）までお越しください。
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ト
ラ
ン
プtrum

p

本
来
の
意
味
は「
切
り

札
」。
正
式
に
は
プ
レ
ー
イ
ン
グ･

カ
ー
ド

playing card

（
又
は
単
に
カ
ー
ド
）と
い

う
。
明
治
初
期
、
カ
ー
ド
を
し
て
い
た
西
洋

人
が
し
ば
し
ば
発
す
る
ト
ラ
ン
プ
と
い
う
言

葉
を
そ
の
名
称
と
思
い
込
ん
だ
ら
し
い
。
因

み
に
四
種
類
の
マ
ー
ク（
♣・
♦・
♥・
♠
）は

ス
ー
ツsuit

と
言
い「
上
着
」の
ほ
か「
一
揃

い・組
」等
の
意
も
あ
る
。
絵
札
は
有
名
な
人

物
が
描
か
れ
、
例
え
ば
♠
の
キ
ン
グ
は
ア
レ

キ
サ
ン
ダ
ー
大
王
、♦
は
ジ
ュ
リ
ア
ス・シ
ー

ザ
ー
、♠
の
ク
ィ
ー
ン
は
エ
リ
ザ
ベ
ス
Ⅰ
世
。

ま
た
各
人
物
の
顔
の
前
に
あ
る
♥
愛
、♦
金
、

♣
知
識
の
興
味
度
に
よ
り
真
横
と
正
面
の 

顔
の
違
い
も
あ
る
よ
う
だ（
♠
は
良
く
な
い

意
あ
り
）。さ
て
各
マ
ー
ク
は
♣
春
、
♦
夏
、

♥
秋
、
♠
冬
も
表
し
、
そ
れ
ぞ
れ
四
季
の

13
週 (

枚)

、
１
年（
組
）52
週
を
示
す
。ま
た

総
て
の
絵
札
は
12
枚（
12
ヵ
月
）、
さ
ら
に
52

枚
の
数
字
を
合
計
す
る
と
３
６
４
、
こ
れ
に

ジ
ョ
ー
カ
ー
1
枚
を
加
え
る
と
３
６
５
に
な

る
。そ
し
て
も
う
1
枚
ジ
ョ
ー
カ
ー
が
必
ず

入
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
閏
年
の
た
め
。

　
あ
な
た
の
最
後
の
ト
ラ
ン
プ
は
何
か
、
そ

の
運
命
は
カ
ー
ド
の
み
ぞ
知
る
。　
（
青
木
）

トランプと暦
こよみ

No.50

パワーアップを図るべく日々奮闘している『ときめき』では、皆さんからのお便りをお待ちしています。ご意見、ご感想、ご要望など何でも結構です。
皆さんのお便りこそが編集部のパワーの源。素敵なプレゼントを用意しております。それではまた次号でお会いしましょう。

　
今
回
お
届
け
す
る『
ち
ょ
っ
と
』

は
、
毎
年
二
月
に
行
わ
れ
て
い
る

東
金
市
の
観
光
イ
ベ
ン
ト「
辺
田

方
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
」を
紹
介
し
ま

す
。

　
「
辺
田
方
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
」は
、

一
言
で
い
え
ば
東
金
市
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
を
巡
る
マ
ラ
ソ
ン
大
会
な

の
で
す
が
、
た
だ
の
マ
ラ
ソ
ン
大

会
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
大
会
唯
一
と
い
っ
て
も
良

い
ル
ー
ル
が
あ
り
、
そ
れ
は「
隠

し
タ
イ
ム
で
勝
敗
を
決
め
る
」と

い
う
も
の
。速
さ
を
競
う
も
の
で

は
な
く
、
誰
で
も
参
加
す
る
こ
と

が
出
来
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
名
所

や
景
色
を
楽
し
め
ま
す
。

　
大
会
の
メ
イ
ン
会
場
は
東
金
市

随
一
の
名
所
で
あ
る
八
鶴
湖
。徳

川
家
康
が
鷹
狩
り
に
訪
れ
た
際
、

宿
泊
す
る
場
所
と
な
っ
た
東
金
御

殿
の
庭
池
と
し
て
造
ら
せ
た
人
造

湖
。現
在
は
花
見
の
名
所
と
な
っ

て
い
ま
す
。こ
こ
を
起
点
と
し
て
、

北
側
に
広
が
る「
鴇
ケ
峰（
と
き
が

み
ね
）」の
台
地
を
走
り
、
八
鶴
湖

ま
で
戻
っ
て
き
ま
す
。そ
の
距
離

は
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
10
分
の
1
の

4・
2
1
9
5
㎞
と
、
参
加
す
る

に
は
手
頃
な
長
さ
で
す
。

　
日
頃
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
訪
れ

る
人
も
多
い
こ
の
コ
ー
ス
内
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。

　
ス
タ
ー
ト
は
日
吉
神
社
の
鳥
居

下（
①
）か
ら
。こ
こ
か
ら
八
鶴
湖

を
時
計
回
り
に
一
周
し
ま
す
。外

周
は
約
8
0
0
m
。途
中
、
家
康

の
命
で
建
て
ら
れ
た
東
金
御
殿
跡

（
現
東
金
高
校
）か
ら
本
漸
寺
に
か

け
て
を
通
過
。本
漸
寺
の
境
内
に

は
家
康
ゆ
か
り
の
お
手
植
え
の
蜜

柑
の
木（
②
）が
あ
り
ま
す
。

　
八
鶴
湖
畔
を
過
ぎ
て
し
ば
ら
く

進
む
と
、
コ
ー
ス
内
最
大
の
難
所

「
七
曲
が
り
坂
」（
③
）に
さ
し
か
か

り
ま
す
。こ
こ
は
緑
豊
か
な
遊
歩

道
。今
の
時
期
は
ち
ょ
っ
と
寒
い

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
初
夏
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
は
絶
好
の
お
散

歩
コ
ー
ス
で
す
。

　
七
曲
が
り
の
坂
を
過
ぎ
て
し
ば

ら
く
進
む
と
、
給
水
ポ
イ
ン
ト
の

山
王
台
公
園
の
展
望
広
場（
④
）。

九
十
九
里
平
野
か
ら
太
平
洋
ま
で

臨
む
眺
め
の
良
さ
か
ら
、
千
葉
県

の
眺
望
1
0
0
選
に
も
選
ば
れ
て

い
る
こ
の
公
園
は
、
初
日
の
出
も

多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
コ
ー
ス
内
に
は
多
く

の
名
所
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は

こ
こ
ま
で
。こ
の
続
き
は
ぜ
ひ
当

日
ご
覧
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
辺
田
方
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
の
申
込

み・
問
合
せ
は
右
上
表
題
に
記
載

し
た
東
金
商
工
会
議
所
へ
。

　
散
歩
に
行
く
気
分
で
気
軽
に
参

加
し
て
み
て
は
？

（
北
山
）

名所を巡る観光マラソン
「2015 辺田方トレイルラン」
日時　平成 27 年 2 月 21 日（土）
主催　東金商工会議所
　　　まちづくり観光委員会
電話　0475-52-1101
E メール　isaka@togane-cci.or.jp　

vol.7

①日吉神社鳥居前

②お手植え蜜柑

③七曲がり坂

④山王台公園
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ときめきは再生紙を使用しています。

（東金市が、この広告における企業、製品、サービス内容等について推奨するものではありません）

賞品提供
東金文化会館、山武市成東文化会館のぎくプラザ

たくさんの応募
待ってまーす 東金市マスコット

キャラクター
「とっちー」

ご希望の賞品番号とあなたの氏名、住所、郵便番号、電話番号、本誌を入手され
た場所と本誌への感想、差支えなければ年齢と職業も書いてハガキ、ＦＡＸ、Ｅメー
ルでご応募ください。締め切りは2月27日（金）消印有効（但し、1・2・5のみ2月
13日（金）まで）。結果の発表は当選者への発送をもって代えさせていただきます。

〒283-8511 東金市東岩崎1-1　東金市生涯学習課
『ときめき vol.76』プレゼント係　TEL 0475-50-1187
FAX 0475-50-1294　E-mail syogai@city.togane.lg.jp

あ
て
先

応
募
方
法

北野里沙
～ファーストポジション～

山武市成東文化会館のぎくプラザ
からチケットプレゼント
サロンコンサートvol.156

5

2月20日(金)
19:00開演

3組6名

Ｍａｙ Ｊ．
Spring Ｔｏｕｒ 2015

深沢亮子
トークコンサート

東金市文化会館から
チケットプレゼント

5月12日(火)
18：30開演

5月16日(土)
14：30開演

3 4 東金市文化会館から
チケットプレゼント

山武市成東文化会館のぎくプラザ
からチケットプレゼント6

ザ・ミュージカル邦楽ミュージカル
躍動

山武市成東文化会館のぎくプラザ
からチケットプレゼント
サロンコンサートvol.157

7

3月20日(金)
 19:00開演

3月15日(日)
 15:00開演

3組6名3組6名

スプリングコンサート
2015 ～吹奏楽の愉しみ～

山武市成東文化会館のぎくプラザ
からチケットプレゼント9

5月5日(火・祝)
15:00開演予定 2組4名

5名

岡村孝子
コンサートツアー2014-2015

“Ｔ‘ｓＧＡＲＤＥＮ”

山武市成東文化会館のぎくプラザ
からチケットプレゼント8

3月22日(日)
17:00開演

2組4名

東金市文化会館から
チケットプレゼント1

2組4名

東金シネマⅥ

柘
ざ く ろ ざ か

榴坂の仇
あだ

討
うち

東金市制60周年記念事業
CRAZY KEN BAND
SPARK SHOW 2015
クレイジーケンバンド

東金文化会館から
チケットプレゼント2

3月1日(日) （約2時間）
①10:15～　②13:00～
③15:30～　④18:00～

2月28日(土)
17：00開演

2組4名 2組4名 2組4名

2020年開催
東京オリンピック
ピンバッジ

10 生涯学習課からの
プレゼント

※ 生涯学習課へ取りに来られる方

syogai
テキスト ボックス
※応募の受付は終了しています。


